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メキシコ市庁舎前に掲示された安否情報コピー ►
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◄ シベレス公園内のテント村（メキシコ市）

◄ 地霙後貼り出されたポスター（メキシコ市）
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ま そへ が き

1985年9月19日午ilii7時18分頃（日本時liIl|9fl□'「後10時18分頃），メキシコ連邦共和国ゲレロ・HIラサロ・
カルディナス市付近の陸部にマグニチュード8.1の地震が発生、メキシコ市中央部を中心に大きな災内を

サえた。まれにみる大きな都市災1;'であり、 ii'i火、救為、救股、医寮、避難、治安関係機関の祈動と住民

の対1心を乱',11tし、東iilj地成対策にi行することを11 [lりとして』1,lftl-111よ派遣さil t:り

発災後の 9 月 30 日には lJ 本政府は国」•J 『II設 ll を中心とする、メキシコ地姦復111 協）J',1/1"1 家派追 1 、II を現地

に派遣し、メキシコ政府の協）Jを得てメキシコ市内の構造物の被‘,I;：,U,1介と一部の技術指祁を行なった。そ

の他にも個人研究者、学会、協会祢が大勢訪間した。

Ilii|itl県にも発災後ただちに，J,i11tl,11を派造することが，i|測されたが、建物の例壊による救／1',救，；距，［動に支

|：知を与えること、さらに応忍復旧に繁忙されているメキシコ政府や、地）j自治休に迷惑をかけることを考

えあわせ、出発を迎らせるとともに、調介対象からメキシコ政府、地方自治休を外し、民l!lJ企業、ボラン

ティアなどの活動に焦，点を紋り調究した。

短時間に能率よく調究することは言語の迎いもあり、非常にむずかしく満足できるものではないが、在

メキシコの日本企業の職員の方々のお1!!.1活をいただき、なんとか，i/i在を実施することができた。

ここに在日メキシコ国特命全権大使セルヒョ・ゴンザレスl8l下に感謝の紅を表すとともに、あわせて地

霰災;1;:から一日も昂く1原状に復帰し、メキシコの地姦防災対策が一11'1飛趾発）Jとされることを、心から念崩i

する次第である。

昭和61年3月1日

静岡県メキシコ地震調壺IJl

1,11長井野盛夫
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地震により損壊したカテドラル（グズマン市）

井野盛夫スケッチ





メキシコ市被害地区分布図

N

米

よ`慰` 鱗、ヽ ） 
--ヽ
一｀ 

＇ ーー
） レ ー

ーー＇ 

トラテロルコ

(150家族の
アバート全壊）て

レフォ1：二誓
3階）
ヽ ファレス通り

園--←!-----
圭（大統領府）

大地l長距離電話局：屹

・子-二詈忘す—--
1 サ通り l

I ＇ ! i l （赤アー出）
I ビノ・スワレス
I 
／ （文部省・連邦検察庁等）

ゼネラル病院

（医師•患者数 1,000人近く生き埋め
3 

中央病院 I 
-~ 

I I 
ピァ事ドウクト通りー

ー

ー,' 

レ

一←空喪ヘ

ー

i
,＇ 
1
9

、II
、t‘、道鉄下地＇ピー

し ．． 9ll11 9 lI ． 
1.0K訳

←⇒ 
2.0 Km 
I 

？ 





1.調査団の行程

(I) 調査日程及び調査事項

月 日 関査先・訪問先 調 査 , "~ 項
[0月28日（月） 17時20分（日本時間）新東京国 J A L -62 00（ボーイソグ 741)

際空港⑪U田）出発

I 0月28日（月） 10時5舟分（現地時間）ロスアンゼ 安芸敬ー教授を訪問、メキシコ地箆に関す
ルス到

る学術(WJ［項の1鹿取．沢料入手南カルフォルニア大学

l0月29日（火） カリフォルニア．l.：科大学 金森陣雄教授を訪lHK メキシコ地霰に関す

る学術的事項の聴取、行料入手

ロスア・ノ・ビルスからメキシコIliヘ

10月30日（水） 片岡保険1/t務所 地霰発生時の状況．建物被害、損害保険等

について次の各氏より説明を受ける

荒井輝四郎氏 (YAMJ¥l!A)、平松一彦氏

（東京海上火災保険）、詭村公秀（三井建

設）、田中 博氏（第一勧業銀行）、 Iヤl洞

和彦氏（片岡保険事務所）

メキシコ市内 市内の被害状況、避難生活状況を調査

チャップルテベックホテル 村上雅也千葉大教授、岡田恒男東大教授よ

りメキシコ市における建物被害状況と耐霞

診断状況について説明を受ける

日本大使館 小椋敏勝二等祖記官、糸井義ーニ等書記官

に面接し被害状況を聴取

10月31日（木） MOA商事 陶器会社に楊く社員及びl<iJ社の取引業者に

アソケ ト調査を行う

H墨協会 尾谷事務局長他協会職員より地震発生時の

状況調査を行う一方、日掲協会員向けのア

ンケート調在の依頼、調査項目の打合せを

行う

メキシコ石油公社 (l'BMBX) 湖総裁技術補佐役神尼尋司氏を訪問

メキシコ市内アスカポッアルコ製油所等の

石油施設の被害状況のほか、全般的なメキ

シコ）Jrtliを1徳取
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月 H 調在先・訪 I:：I先 調 壺 ’l l: 項

10月31rcl （木） マリア・イサベラ・シェラトンホ 日本鋼管條柴li]泰宏氏よりラサロカルデイナ

テル ス市の被害状況を聴取及び資料提供を受ける

国立人類学博物館他 チャプルテペック地区における大学生ポラ

ンティアの活動状況調査及び資料蒐集

メキシコ観光 社員にアンケート調査を行う

メキシコ市内 避難生活状況調査 (5カ所）

11月 1日（金） メキシコ市役所 市長コーディネークー秘書官に面談

メキシコ市内 被災現場、避難生活状況調査

メキシコ大学（エル・コレヒオ・ 田中道子教授から面談を求められ、東海地

デ・メヒコ） 欝対策について説明する

国営放送局 JMEVJSION 地霞発生直後から放送した安否俯報につい

てその内容、 コンビューク処理した情報の

活用等について調査を行う

労慟省本館 建物の内部被害状況調査

市連邦区菩察局 被宜状況等につき調在

クワ 7テモックコロニアル 法律専門学校学生及び一般市民のボランテ

（地区名） ィアグループ活動状況調査

マリア・イサペラ・シェラトンホ 佐藤昭二博士（日本国際協力事業団JIC 

テル A所屈）より律波観測状況につき説明を受

ける

II月 2日（土） A班 メキシコ市からグアダラハ クライスラー阪売店（カマレーナ・アウト

ラ市へ~ ・モトリス・オキシデント）の被害状況調

査

ll班 メキシコiiiからイスタパ・ イスクバ地区の被害状況調査

シワタネホ市へ

11月 3日（日） A班 ゴメス・ファリアス村 被害状況、避難生活等調査

村長アルフォンス・バラカス・マルディネ

ス氏、カテドラルの神父、野察官より、地

震発生時の状況を聴取

グス・マンili 被害状況を調在
・ミ•
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月 日 調在先・訪問先 調 査 事 項

II月 3日（日） 日系二世アウステイン・内藤氏より、地筵

発生時の状況を聴取

ll班 イスタパ・シワクネホ市 市街地及び海岸地区における津波被害等調

在

ラサロ・カルディナス市 沖波被害及び建物・ダム・継湾被害等調査

11月 4日（月） A班 ダアダラハラ市からメキシ 安料整理、検討

コ1jへ

l}班 シワクネホ市からメキシコ 住友金屈工業倣松崎寛氏より、ラサロ・カ

iliヘ ルディナス市における被害状況等につき聴

取

，，キシフ市内 被害状況調査

メキ・ン "'iiiからサンフランシスコ

ヘ

II月 5[］ （火） メンロ・バーク (lJSOS) アメリカ地質調査所 (USGS)にてメキ

・ンコ地袋に関する学術的邪項の聴取・貧料

入手、調在結果について意見調整、資料整

理

11月 6l] （水） 12時50分（現地時間）サソフラ JAL  -1使｛ボーイソグ 747)

ソシスコ空港出発

11月 713 （木） I 6時50分（日本時間）新東京困

際空淮（成田）到着
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(2) 調査団行程図 図ー 1
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(3)調査団名簿

l31 長 静岡肌知事公室 地裳対策課 課長補佐

” ” 消防防災課 ” 

” ” 東部振典セ‘ノクー 主 幹

” 特察本部 警 備 課 災害対策官心得

沼 律 市 防災地露課 課長補佐

梢 水 市 防災対策室 室 長

東京大学 新聞研究所 教 授

静岡県地質技術研究会 ムコ 長

仰未来工学研究所 研 究 員

詞行報道機関関係者

静岡放送報道製作局報道部・ 副 部 長

静岡放送報道製作局映像取材部

静岡新聞磐 Ul 支局 支 局 長
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2.地需の概要

(1) 地震の発生機構

•本霰 (USG S) 

発生時刻 1985年9月19日 午前7時17分44秒（現地時刻）

規模 M~8.J

震源位置 北緯 18.2度

西経102.51変

ゲレロ州ラサロ・カルディナス市附近の陸部

認畑：如

’* 
度

推定断層面積 150km X (80-!00km) 

賣最大余衷 (USG S) 

発生時刻 1985年9月20日午後19時38分

規校 M=7.5

厖源位散 北緯 17.81虻

西緯101.71度

深 度 33km 

ア 震源域は太平洋西岸ll)ココスプレート (CocosPlate)が年平均 4cmの速度で東北方向に移動し、

北アメリカプレートの下にもぐり込む場所であって、ココスプレートとの接線 (Trench)沿いに

は、ほとんどの区域で30年～60年ごとに地霰が発生している。引きずりこまれて変形した北米プレ

ートが限界に達し、もとの状態に戻るとき破壊を生じて起る地震は、束海地震のフィリ・ダビン海プ

レートとの関係と非常に類似している。

図ー2 メキシコ地震のモデル

北緊•プv- ト

(KEN RANERE, 1985より作図）
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図ー 3 メキシコ周辺のプレートの位置

ココス・プレート

（現太平洋地域のプレート・テクトニクス図， 1981に加箪）

1900年以降の話動状況を見みと、 M=6.3以上の地震が9回も発生しており、中でも今回のi品源域は

1941年、 1973年の Petatian地；にの邸原域にはさまれたミチョオアカン空白域 (MichoacanGap Seismic 

Area)であり、各国で数多くの地詣学者が火地炭の発生するu［能性が，（；iいことを指摘していたところ

である。

｛メキシコ大学JorgePrince教fふ JaimeYamamoto氏の論文を参考にしたウ）

イ 地震源となった断Ii'1は、低角度の衡」：断陪で、本設、余姦の設源の深さは20-60sm程度の範l)iiに

あるも

ウ 本震のマグニチュードは8.lであったが、細かく見ると25秒の間隔を樅いて 2つの地震が発生し冷

先の地裟がコリマー附近、次の地裳が先の震源から南束に約90kmはなれたペタトラン付近を媒源と

している。

工 震源の近くのサカトラでマグニチュード8クラスの地澁の強裳の記録が始めて得られたが、最大

水平加速度は 280galを越えなかった。

オ 強い地媒動のピークが2つあり、約40秒間 lOOga！以上の震動が続いたも及子地震の特徴をよく

示している。

力 裳源域が陸地に近く、低角炭の衝上l~i~'l であったため、大きな地変は起こらず、津彼も J'と大3,6 

m程度であった0

（安芸敬ー．金森怖雄、安倍II券征氏，i炎よりまとめた］
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図ー4 震源の分布図
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(2) 地震観測の状況

メキシコにおける地虞観測の状況は、 1982年の調査で観測，点総数は68か所あったが、観測機種や観

測内容等については4＜明である。この時点で観測が中止されているものは9か所あり、稼動中の観測

点は59か所になる¢

表1 メキシコ地震観測点の現状

州 名 か所数

巳担jaCalifornia（パハ・カリフォルニア） ， 
Chiaoas（チャパス） 11 

Chihuahua （チワワ） I 

Guanajuato(グ.,.ナファ l） l 
Guerrero（ゲレロ） 7 

戸Jal竿isco（ハ（イダル主 1 

リスコ） 4 
MexicoD.F.（メキシコ連邦区） 8 

Morelos（モレロス） 1 
Huevo Leon（ヌエボ・レオン） 1 

0axagg （オアハカ） 4 

Puebla（プエプラ） 2 

Sinaloa（シ丈ロア） 3 
Sonora（ソノラ） 3 
Tamaulioas（タマウリバス） l 
Veracruz（ペラクルス） 1 

Yucatan （ユカタン） I 

合 計 59 
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図ー 5 メキシコ州別地震観測点の現況
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(3) 地震予知の現状

メキシコを地裳予知の研究対象としている学者はいるが、メキシコ政府は地震予知を目的とした観

測を行っていない。メキシコ大学等による地裳観測点が59か所に設骰されているのに対して、予知観

測ともいえる微小観測は15か所と非常に少なく、さらに地殻変動を探る測地測，'i'(も行なわれていない。

また、予知にたずさわる学者は数人という。

今回の地震は長期的な空白域（ミチョオアカン・ギャップ）の存在を指摘する人はあったが前震も

なく、また地殻変動などの前兆らしきものはなかったと報告されている。（地震学会 60年秋季大会

阿部氏）

なお、今後の地球物理学、地球化学的な研究調査が進めば、嗚動や地下水位、水温の変化などが知

られるのではないかと期待される。

(4) 地形と地質

メキシコの大地形は古生代から第三紀にかけての造山によって出現した 5つの山脈と、第三紀から

第四紀にかけて活動した火山によって構成されている。北部には米国西部から連なるバハカリフォル

ニア山脈、西シエラマドレ山脈、東シエラマドレ山脈などが北々西から南々東方向に走り、その間に

カリフォルニア湾や高原、低位部が広がっている。中央部にはほぼ束西に走る大規模な横断火山帯が

あり、北米のロッキー系山脈と南米アンデス系諸山脈を分断する大構造線上に位骰している。その中

には、主峰オリサバ(5699m)、ボボカテペトル(5452m)、イスタシワトル(5286m）、 トルカ (4577m)、

コリマ (4399m) などの巨峰が存在し、その周辺には大小の新鮮な火山が群立している。

メキシコ市周辺の内陸高原では、かって南や東に向って流れていた水系が火山の噴出物によってせ

きとめられ、その結果、ところどころに湖沼や湿地が形成された。

横断火山の南には、南シエラマドレll」脈が太平洋に接して西北西から東南東方向に走り、バルサス

川をはさんでチアパス・マドレ山脈へと連らなっている。この山脈は古生代の変形岩類からなる断層

山地で、きわめて急峻な地形となっている（図ー 6)。
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図ー6.メキシコの地形

‘̀ 

メキシコ横断火山帯（斜線部：第四紀火山岩類の分布範囲）地域は標高

1,500 ~ 2,500 mの中央高原となっている。
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(5) メキシコ盆地の地盤

メキシコ盆地は図ー 7に示めすように新第三紀層およぴ中生代白亜紀層を基盤とし、第四紀火山の

山地によって囲まれた古い凹地を埋めて作られている。古い凹地の深さはlOQQm以上に達すると言わ

れ、主として第四紀後半の砕府物（レキ、砂、粘土等）の互層よりなっている。上部は湖成の極めて

軟弱、高圧縮性の腐植物混り粘土層よりなっている。上部は厚さ50m内外で、自然含水比150-400%、

間隙比3-5、N値0~1、ペーン剪断強度0.1-0. 3kg/ en!と極めて軟弱な土地である（図ー8)。

コルテスの征服以後に建てられた教会などの重い石造りの建物は、数百年に4~8mも沈下している

ものがある。現在も地下水の汲み上げなどによって広域地盤沈下が進行しており、排気ガスによる環

境汚染とともに大きな公害問題となっている。

メキシコ市附近は、プレカンプリア紀変成岩、古生層、中生層よりなる南シェラマドレ山脈と中

生層よりなる東シェラマドレ山脈にはさまれた内陸部、かつ北緯20度附近を東西に延ぴるメキシコ

横断火山帯の作る標高1500-2500mの中央高原上に位置している（図ー6)。

中央高原は気候温暖で農業の生産も高く、メキシコの人口の約3/4がこの地域に住んでいる。 1950

年代から特にメキシコ市への人口集中が著るしく、現在大きな社会問題となっている。
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図ー7 メキシコ盆地地質断面図
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図ー8 ソカ口中央広場付近の地質柱状図
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(6) メキシコ市付近における地裳動

裳源地から約380畑離れたメキシコ市周辺では、場所によって地震動に著しい違いがみられた。 メ

キシコ市周辺を山で囲まれた、標高2200m、直径30km程の盆地の西半に立地しており、その東側には

テスココ湖の沼沢地が広がっている。

メキシコ盆地は、 1521年コルテスのメキシコ征服当時はほとんど湖水地帯となっていたが、約500

年にわたって放水路による湖水面の低下と埋立によって都市を拡大し、今日約1,800万人の人口を擁

するに至った（図-9)。

メキシコ市の中心のソカロ中央広場は、旧アステカ王国のテノチティトラン神殿跡にあたる名こ

こは、湖中に島を築いて堤防道路で結び、守りに強固な砦としていたのである。

メキシコ市内に設四された強衷計の記録が8ヶ所で得られているが、地雲動は，市効外の山地斜面で

は最大水平加速度30-40galにすぎなかったが（タクバヤ、大学都市など），市の中心部を含む低地で

は最大水平加速度は70~l70galに逹している 〔通信運輸省、中央補給備蓄基地（図ー10)など）＂

山地から低地への浙移部地盤においては中間的な地裳動であった（ピベロス）。

図ー9 メキシコ盆地の湖の変遷 図ー10 メキシコ市の地盤と強震計設置箇所
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盆地内部においては、上下動はほとんど山地と変わらないのに水平動のみが極端に増巾されている

こと、地震の固有振動周期が2～材少と長いことが注目される（図ー11)唸
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図ー11 備蓄補給基地 (CDA)における地表面の加速度、速度、変位 (N-S成分）
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3.被害状況

被害状況については、メキシコ政府から公表されていないため在メキシコ日本大使館が発表した数字

をもとに、本調査団が入手した資料と現地の新聞等を参考にし取りまとめた。

被害は、メキシコ市に集中しているが縦源に近いハリスコ、ミチョオアカン及ぴゲレロの3州にも相

当の被害が発生している。また、余災による被害については、本震による被害と区分することがむずか

しいため同一として扱った。

(1) メキシコ市

被密は、ソカロ、アラメダ公園付近の旧市街地、コロニア・ローマ地区、三文化広場（トラテロ）レ

コ）付近等の地区に集中し、全壊建物には、ホテル、アパート｀オフィス、ビル、荊院、学校等大型

建物が目立っている。

① 人的被害

ア、 9月25日に首都圏緊急事態委員会(ComisionMetropo!itana de Erner邸neia)が発表した被害は

次の迎りである。

項 目 件 数 備 考

者数 4,000人以上
※その後の報迫によれば8,000人以上にのぽ

死 るとの術報もある。

負偏者数 約10,000人以上 ※ ウ 約30,000人 ', 

被災者数 約33,000人

※未確認情報も含む。行方不明者もある。

なお、 9月25日以降現在まで(10月30日）のところ被害状況に関するメキシコ政府からの公

式発表はない。

イ、 10月25日までに連邦区警察及び赤十字社が発表した人的被害状況

逍体確認数 約5,000人

行方不明者数（瓦礫の下敷等になっている者）約3,000人～5,000人

死亡者数（推定） 約8,000人～10,000人

② 物的被害

ア、建物披筈

9月25日に首都隅緊急事態委員会が発表した被害は次の通りである。
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項 目 ，件 数 ， 備 考

建物被 総数 1 I I連邦区の建物数に対する割合、 0.075%
1,131 （土地台帳による連邦区の建物総数約150万戸）

全壊及び取り壊し

を要するもの I 417 ” 
o. 028% 

（注）国連の調査によれば被害を受けた住民建物は約3万件という情報もある。

イ、保健医療施設 多くの施設が被災した（約30%）。

ウ、教

工、通

オ、電

カ、 カ・

キ、水

ク、道

育 ヶ

信 夕

気

ス

道

路

ク

，， 

ん

ん

全教育機関の20％強の学校が被害をうけた。

国内電話（一部の地域）及び、国際軍話が不通となり

テレックスのみの交侶となった。

地震後停危したが大きな被害もなく徐々に正常化したc

プロパンガス戸別供給のためも建物被害と同程度被術を

うけた （都市ガスは郊外で一部使用）な

市の一部地域を除き被害は少ない。（主要配水管2ヶ所

で被害を受けた）e

下水道施設も被害があった。

軟弱地盤地域で不等沈下等の被害があったが交通に痕大

な支障はない。

ケ、地下鉄 ル 多少被害はあった模様であるが遥行に支障はなかった

（鉄道被害もあまりなかった）む

(2) 

①
 

その他の州

9月29日全国緊怠事態委員会(ComisionNacional de Emergencia)発表によると次の通りである。

人的被害
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州＼名分 死亡者 負傷者 被 災 者

コ リ マ 1 

゜
16 

ゲ レ ロ 2 20 224 

ハリスコ 38 191 2,830 

ミチョアカン 6 213 348 

計 47人 424人 3,418人

②物的被害

ア、通信施設 一部地域不通。

イ、ガスク 被害有（プロパンガス使用）。

ウ、水道ヶ 一部で被害大（ラサロカルディナス市）。

エ、道路、橋梁 ・ラサロカルディナス市で橋脚に亀裂。

オ、沿岸、港湾 津波による被害はほとんど無し。

力、ダム 発電用、貯水用も被害をうけたとの情報はない。

（バルサス河の発電用アースダム被害なし。）

(3) 推定被害額

物的被害 30-50低ドル
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4.被害と対応

(1) 建物の被害

地震による被害の大部分がメキシコ市に集中しており、それも建物の被害が大半である。死者の大

部分が建物の圧洲や落下物の下敷になったもので、火災、山崩れ、津波による死者はほとんどなかっ

た。建物の被害は、地盤条件に対応した地盤の固有振動、建物自体の固有振動、建物の基礎構造の強

さなどの条件によって選択的に壊されている。

破壊された建物は、極めて脆いアドベ（日干レンガ）造りの建物の他は10-20階の建物で、過去の

地捉で破損し、老朽化が進んでいたもの、地盤の不等沈下で傾いたもの、フラットスラプ構造などの

柱と床梁の結合が弱いもの、柱が細く挫胴しやすいもの、施工が悪く鉄筋の配骰が悪いもの、コンク

リートの品質の悪いものなどに集中しおり、同一の地盤条件にあると考えられるプロック内でも、全

＜被害を受けなものと大きな被窮を受けたものとが混在しており、建物の構造が大きな要囚を占めて

いることがよくわかる。これは古い植民地時代の重い構造物が沈下、不等沈下でかなり変形したにも

かかわらず、倒壊に至ったものがほとんどない点からも理解されよう。

ァ．建物の基礎

先に述べたように、メキシコ盆地の地盤は地表から50m内外までは極めて軟弱で圧縮性が大きい。

また、 5Qm以深でも杭の支持層となり得る様な、ある程度の1駁さと 1古］さを布した地附が施：1こ可能な範

囲に存在しない。

植民地時代の古い石造りの建物は、基礎に厚い耐圧盤（切石と砕石を敷きつめ荷重分散をはかる）

を築造し、その上に建物を建てている。これらの建物は重址が大で、数百年の間に4-8m沈下してい

るものがあり 2階建があたかも地下1階地上1階の建物のように見えるものがあるが、これらの

ものの地震被害は少ない。 4階建以下のレンガ造りの建物も表培の4-5mのやや締まった地層（乾い

た粘土層やレキ質の盛土層）の上に直接基礎を骰くものが多いが、不等沈下は免れていない。

アドベ（日干レンガ）造りの低培住宅 (2階まで）ではかなり多く被害が見られたが、レンガ造りの

ものは学校など梁のスパンの長いものを除いて倒壊したものは少ない。

1950年代に造られたメキシコ第 1の超商層建築、ラテンアメリカタワー (43階、設計者はアメリカ

人）は、本格的な耐震建築で巧みな基礎構造（マサツ杭＋ハイドロリックサスペンションで地裳動の

減衰をはかっている）を取り入れて躯体、外装とも何の被害も受けていない（図ー12)。

通常の中～高層の建物は20-3Qmの長さのマサッ杭を打って建物を支えているが、先に述べたよう

にメキシコ盆地の地盤は超軟弱で地盤沈下が激しいため、マサツ杭自体も不等沈下し建物が傾いてし

まうことがしばしば起こる。このため建物の傾斜を直すため、吊基礎というメキシコ独特の基礎型式

を一般的に使っている。

吊基礎は日本人になじみがないが、なかなか巧妙な基礎型式である（図-13)。単純に言えば、マサ

ツ杭を反力として建物を乗せた大きな地中梁をボルトで吊上げている構造である。吊基礎の最大の目

的は、マサツ杭の不等沈下によって起きる建物の傾斜を、調整ナットで補正することにある。通常メ
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キシコ市のよく管理された建物の場合、毎月 1回建物の傾斜を測定し、 3ヶ月に 1回傾斜補正を行う

ということである。しかし、メキシコ市の多くの建物はこのようによく管理されているものは少なく、

大部分は多かれ少なかれ傾いている。経済的理由で直せないのである。今回の地裳で倒れた中～高層

の建物のうち、かなりのものが地震前に傾いていたとのことである。ただでさえ弱い構造の建物では

地霰力が傾いた側の柱に集中し、簡単に挫屈してしまったのであろう。

図ー12 建物の基礎型式と被害の形態
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また、横倒しになった建物ではマサツ杭が地中梁と一緒に引き抜かれてしまづた例もある。敷地が

広い場合は建物の外側に杭とドライピットを設けることができるが（図ー13)、市街地では建物の

外墜の内側にドライピットを設けざる得ないため、杭に大きな引抜き力が働くだけではなく、

ヘピーの状態になるため建物の固有振動の周期が長くなる欠点がある。

トップ

以上のような諸々の悪条件と振動特性が重なって、中～高層 (5-24階）

建物に大きな被害が出た。

の建物のうち 8-15階の

メキシコ地捉による死者の大半は建物の倒壊によって下敷になった人達で、火災、津波、山崩れな

どによる被害は極めて少数で、 日本の地裳による人的被害の様相とかなり異っている。
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図ー13

不閂沈下による這物直直正費置
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図ー15

ィ．地盤と建物の固有振動周期と被害

今回の地裳によるメキシコ市内での被宵は、メキシ

コ市中心部圧縮性軟弱地盤のうち、 ソカロ中央広場を

中心とした半径5kmの範囲に集中している。この地域

は1957年、 1979年のメキシコの太平洋を震源とする地

震で、規模は小さいものの今回と同様な建物の被害が

発生してい知これまでの地縦で、メキシコ市中心部

の軟弱地盤の固有振動周期は2.0~2.5秒であることが

知られており、 1958年の暫定的な建築基準法、さらに

1976年の建築基準法の改正で、現在は建物の固有振動

周期は 1秒以下又は4秒以上とすることに規定されて

いる。

1976年以降に建てられた建物の被害は比較的少ない

のに対し、それ以前に建てられた建物で1957年、 i979• 

年の地震で既に1訪んでいた建物が特に大きな被害を受

けた。
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メキシコ市における中～高層建築の大部分は柱と床梁よりなる枠紐構造体をたち上げ｀後に柱側に

中空プロック、 レンガあるいは壁体パネルで壁を作る方法をとっている。

建築が完了した時点では、壁が製体の変形を妨げるため建物の固有振動周期は1秒以下程度となっ

ている。無節の間仕切壁、外装壁が耐震壁の役割を担わされているのであるt

しかし、今回の地裳のような大きな地震動に際しては無筋の壁は簡単に斜めにクロスしたクラ，9

タが発生したり、崩壊してしまっている。このような状態では柱と梁のみで変形に対するため、固有

振動周期は2-4秒と丁度地盤の固有振動周期とほぼ＾§致することになり、共振現象を起こす名これ

が部材の極端な変形と破壊を引き起こすのである。特にフラットスラプ構造のものは柱とスラプの結

合部が弱く、柱のパンチングあるいは挫屈によって、床が折り狐なるように圧消してしまったものが

多く見られた。建物の高さ、構造的強さの途いにより固有周期の異なる建物が隣接している場合匁周

期のズレによって建物同志がぶつかり合って破韻するケい9づスもしばしばみられた。また、むら打ち現

象による上屑階の破捐も多いt

今回の双予地災のように強振動のビークが約40秒間隔で2回あり、強振動の継続時間が2分もある

と、構造休は倒壊に至らないものでも相当な損慟を受けることになる，視点をかえてみれば今回の地

震は次の地震で倒壊する可能性のある予備軍を大批に作ったということができる。今後これらの破損

した建物をどのように補弛復旧するかが大きな課題となっているが、日本政府旅班の技術調査団がこ

の分野の技術援助をおこなっているので、今後の成屎を期待したい。旋源により近いシワネクホ、ラ

サロカルディナスなどでは中層のホテルやレンガ造りの低培住宅に被害が出ている。痕源から約200

km北西のグスマン市やゴメスファリアス町では、石造りの教会にクラックが発生したり、尖搭が欠け

落ちたりする被害が見られたゥまた、アドペ造りの低培住宅0)憫壊が目吃った。これらの地域では、

地盤の固有周期は短かく、 1秒以下と推定される。

ゥ．建物の外装材の落＇ド

メキシコ市の建物では、建物自体の崩壊、外壁の崩壊の外、窓ガラス，外装タイル｀化粧石板の落

下が著しかっに外装材は、躯体にモルタルだけで接殺されているものが多く、簡単に象1J離し落下し

ている。窓ガラスの破捐は建物の変形の大きいところだけでなく溶無協の建物でも発生している。

い、地娯が朝のラッシュアワー前の 7時18分であったため、落下物による死侑はまだ少なくてすんだ

が、もし地震の発生が1時間遅れていたら、落下物による被害者は想像つかない程になったであろう

と酋われている。

エ．建築材料と旋工管理

建築材科のうち鋼材はほとんどが外国から輸入されており（現在ラサロカルディナス市に日本の技

術援助で製鉄所が建設中である）、鉄筋も異型鉄筋が一般的に使用されている。

コンクリートは↑．”.般に材質が悪い¢粗骨材は火山岩（流紋岩、安山岩、玄武岩など）の砕石を使っ

ているが、細骨材はJII砂平1)や砕石片を使っている。メキシコ市周辺はすぺて火山によって作られた高

-19-



原状の山地であるため、川砂利には多抵の多孔質で軟弱な軽石（スコリア、バーミス）を含んでいる。

壊れた建物の身匿体でコンクリートの破片を顕微鏡で見ると、破断面のあちこちに綿糸状の軽石が見

られる。このような軽石が多く含まれたコンクリートは、密度、圧縮破壊強度とも著しく低下する。

そのためセメントの混合比を高くして強度増加をはかっているようであるが、 160-200kg/cni程度の

圧縮強度しか得られていないと言われている。 ある種の火山岩起源の骨材はアルカリ骨材反応を起

こすことが最近の研究でわかってきており、コンクリートの劣化が関与しているかも知れない。 ま

た、壊れた建物の躯体を見ると施工が極めて粗雑である。例えば、主鉄筋の配骰が不適当なものがあ

る。フックや重ね長さが足りないもの、フープ筋の間隔が長いもの、コーナー筋がないものなど全体

的に施工の技術水準が低く、施工管理が極めてずさんであることがうかがえる。

メキシコの近代建築の技術的水準は決して低くなく、先鋭的な部分（建築空間のデザイン、壁面装

飾芸術など）もあるが、残念なことにデザイナーの力が強すぎて、耐霰構造の基本となる構造設計者

が軽んじられていること、設計と施工を結ぶ中間のエ務技術者、施工管理技術者が極めて少ないこと

などが大きな欠陥となっていると首えよう。

これは、メキシコではまだ中間層が充分育っていないこと、経済的にゆとりがないことが根本的に

あると思われる。

ォ．建物の被害の概要

本調査団の調査項目とはしていないが、日本政府地震復旧協力専門家派遣団の報告から主な事項を

要約する。

（ア）建物の構造と形式

・4-5階建て以下のものははとんどレンガ造りで、非常に細い柱材や梁材で補強し床はRC造り

で作られているものが多い。

・ 6-10階程度のものはRCフレイム構造が多いが、 S造も少しある。

・ 10-40階建て（主として高培の建物）はS造であって床はRC造りのものが多い。

（イ）耐霰規定の変遷

・ 1941年以前は規定なし

・ 1942年設計加速度 a =O. 025（等分布）

・ 1957年 a =0.07-0. l 重要建物のaは2倍

・ 1966年動的解析法採用

・ 1976年靱性によって a =O. 05-0.1 重要建物のaは1.3倍

・ 1977年以降 仮基準として使用されている。

a :ベースシア係数
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（ウ）用途別建物倒壊数一日提協会が新聞等からまとめた査料

学校・教育施設 448 

民 間 建 物 421 

官 庁 建 物 57 

ホテル・映画館・劇場 97 

病院・医療関係 39 

市 場 60 

スポーツ施設
， 

計 1,131 

（エ）階数別、年度別、構造別の内訳—全半壊 265棟

階数 棟数

~ 5 101 

6-10 134 

11~15 27 

15~ 3 

建設年度 棟数

-1957 69 

1957-76 149 

1976- 47 

構 担•土 棟数

RCフレイム 143 

Sフレイム 10 

RCFスラプ 85 

レンガ造 17 

他 10 

（オ）階級別被害率（単位％ 大破以上のもの）

階 数 I1 -2 I s -5 I 6 -s I 9 -12 I 12以上 1計

被害率 2
 
3
 
16 23 22 3% 

（力）建物の基礎工法

殆んどの中規模建物にはベタ基礎が使われていて、階が増えるにつれて直接支持、マサツ杭支持、

支持杭となっている。地下に空間部を設けて浮力を期待しているものも多い。また、ベタ基礎フー

チングをジャッキを使って支持杭で支え、不等沈下にそなえた特殊な吊り基礎が採用されている例

が多い。

（キ）被害の原因

最大の被害の原因は既往の地震 (6%G)や現行の規定と比較して、強い地縦動 (20%G)が作

用したことがあるが、他の原因として①杭の欠陥等による靱性が不足していたこと②レンガ造りの

壁によって誼心と剛心が偏心したり、ビロティを作ったり、不用意な壁のとりこわしによる偏心を

生じたりしたこと③前の地震による被害を修復していないこと④柱が短いこと⑤隣接建物と衝突し

たこと⑥設計当初の用途から変更して重批のあるものを入れていたことなどがあげられる。また、
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軟弱地盤の影響によることも大きく原因となっている。

（ク）観察された主な被害の形態

・建物全体が崩壊

．頂部崩壊

・中間階が破壊

・下層部が破壊

・全体傾斜及び不等沈下

・レンガ壁、ガラス窓、外装等が破損

．衝突による破壊

•その他火災が生じた建物は非常に少ない、液状化現象も確認されていない。

（ケ）メキシコ市による被災建物等の応急対策

被害建物について①オーナーは有賽格者に被害を調べさせ、当局に報告する。②補強工事は当），;j

に認定された者に限る。③不等沈下紙を計り、補強に考應する。④補強の前に仕上げの安全性を充

分に検査する。⑤80％の煎祉、 50％の重拙の水平力を支持できる応急補強を行う。⑥補強設計は布

査格者のダプルチェックによるの 6項目を指示した。

(2) 火災の発生状況

大きな地震の揺れにより、メキシコ市中心部において多数のビルの倒壊があったことからガス漏れ

等が発生し、メキシコ裳災史上最大の被害となった、との状況下で現地調査をした。

ア メキシコ市内での火災発生件数は、あまり明確ではなく （日本人保険関係の事務所の調べ）明ら

かに火災と認められるのは10件 (5-6件）未滴であり、ホテルレヒスの火災はその中で大きなも

のであった。

イ 裟源域に近い太平洋岸のラサロ・カルディナス市やイスタパ・シワタネホ市では火災発生の事実

を確認できなかった。

ウ 山間部のゴメス・ファリアス村では住宅数約500戸中18戸でLPガスによる火災が発生したが、

日干しレンガ造りであったため類焼はなかった。

工 火災発生の原因については、 LPガス設偏によるものと砲気設備によるものがあった。これは地

震発生の時間が朝錠の準備や朝のシャワーの時llIl1ifそぁうたためである。また火災発生件数が少な
かった理由として、建英物がレンガやコンクート造りであることや建物の完全倒壊等により、多く

の火気があったにもかかわらず延焼に令らず、火災として確認されたものが少なかったのではない
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かと推定される。

ォ 今回のメキシコでの地震よる火災発生件数は想像以上に少なかったが、これはあくまでも一つの

幸遥な結果でったと認識すぺきであり、東海地裳対策上、建築物や住宅の耐震化、不燃化、ガス設

備の耐霰自動しゃ断装置等の取り付け、火を使用する設備等の耐震化をさらに推進してゆかなけれ

ばならい。

(3) 中部地域の被害状況

ァ．グアダラハラ市は西マドレ山脈東側の標高1540m/1)高原に位置し、人口約300万人のメキシコ第二

都市である。火山砂からなる地質と非常にゆるい起伏をもった丘がつらなり、グアダラハラ市周辺は

畑と草地となっているウ日中の日ざしは強いが気温は常春の街ある。裳央からの距離は約250kmあり、

市の北にあるラサロカ）レディナス通りと 7月8日迎I]の交差点に立つ建物の倒壊が1棟あったのみで

ある。

倒壊した建物は米国クライスラー自動車の展示棟で、五角形のコーモリ傘を逆に開いた型の届根を

スチールワイヤーでつった変形のRC造構造物であった。朝吊くであったためガードマン氏以外は人

がおらず、初動で駐根が動き出したためガードマン氏がとぴ出して逃げるとともに大附停を立ててく

ずれ、 120m7の屈根が翡級自動車を押しつぶしてしまった。

コンクリートの破I'，‘は角がとがっていて、メキシコ市で使用されていたものより良質に見え、骨材

としては砕石が使われているが、セメント中には気泡が多く観察された。鉄筋は異形が使われ煎ね合

わせも、日本の規準に近いものであった。倒壊の駆因は、支柱と屋根を支えるスチールワイヤーのア

ンカ_:_が抜けていることから、届根が重く構造設計のミスによるものと思われる。

イ．グアダラハラ市の南方130kmにグスマン市がある。グスマン市の北に隣接したゴメスファリアス村

は、今回の地震による被害が大きい。淡鶏を主とした農村でソカロと呼ばれる広場の回りには教会、

役場が並ぴ、家並みの中心となっている。家は日干しレンガを積み上げて壁を作り、簡単に木材をわ

たしてトタンやピニールをのせている。敷かな家では索焼レンガが使われ、梁をわたして瓦をのせ庭

を持っている。

（ア） ゴメスファリアス村長は30オの医師アルフォンス・バカラス・マルディオス氏が受けもち、

今回の地震が発生した時村内の被害が大きかったため、ラジオCB無線の査格を持つ役場の職貝

と交通警察官の 2人に、グアダラハラとグスマンに救援を求める呼びかけを指示し、本人が自家

用車で5kmはなれたグスマン市消防局にすくいを求めに行った。

（イ） Iit]村の被害は人口10,500人、住家］．150戸に対して、当日及びその後の地震が原因で死亡した

人8名、負傷者72名で住家の被害は138戸が倒壊し、］70戸が住屈として使用できなくなり、 209

戸が被害を修復して使用可能となったが、家松の被忠率が45%と非常に必い。プロパンガスを燃
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料源とするこの村では、ボンベが転倒して引火したり、瞬間湯沸し器の口火が他に燃え移ったり

して18戸で火災が発生したが、家が日干しレンガ造りであるためその家だけで燃け止まっている。

（ウ） この村は1972年の地簑でも大被害を受けているが、村の教会も当時一部倒壊したため、 12年

かけて修復し今年の8月30日にようやく使いはじめたばかりで、今回また鏑楼が崩壊し内装もは

げ落ち、キリスト1象の頭が欠けてしまって、いたいたしい姿が印象的であった。信心深い住民は

侮朝教会に集りミサをする習肌となっているが、地震がミサ中に起り、

を柱のアーチの下に入るように指示したため一人の負傷者も出なかったと言う。

（エ）

（オ）

ウ．

メキシコではサッカーがどこの地方に行っても盛んで、

方法など、災杏時役立つ知識を教宥していると、

オ・アグイラ・ドサル氏が教えてくれた。

とっさに神父は約300人

ここミチョアカン州の中部高原地方

でも成人や子供達の競技が見られた。サッカー等のスポーツクラプが各所で組織されているが、

12から16オの少年を対象に技術指群のほかに、自動車の運転方法、無線機の取り扱い、救命救設

ラジオ CBで救設を求めた交通警察官アントニ

医師である村長は、行政官であるので診療所をもたない。医療一般から見れば無l栄村の状態

である。州都ゲアダラハラにある国立グアダラハラ自治大学の1促学部職員学生は、平常時のボラ

ンティアとして、無医村の診療を続けている。我々がこの村を訪ねた日、医学部職貝学生91人は

10月18日から11月6日までの予定で診療を始め、 11月2日までの16日間に延ぺ4,823人を歯科、

内科、投薬の医療を行った。このボラティア制度は1973年のメキシコ市に68名の死者が出た地震

の際に糾識化され、以降1976年グァテマラ地震、 1975年台風災害、ケレタロ洪水、エルチョチョ

ン火山哨火災杏等に活躍した業蹟をもつ。今回もメキシコ市でl医療活動を続け約8,000人の治療

をしたと云う。

この組識をサボートする他部専攻の学生も現地に来ており、 グアダラハラ市の一般市民から提

供を受けた市販薬品を用途別に仕分けをする作業を受けもっていた。これらのグループの総指揮は

カルロス・アルフレッド・カンポス・マガラネス1尊士がとっており、学生も生きいきと活動して

いる様子に若いエネルギーがたのもしく目に映った。

グスマン市周辺はネバデ・コリーマ火山の噴出物が堆積し、河川がせき止められで湖沼地になっ

ている。火山から膊い煙が立ち昇っているが、時に噴火し火山灰が降ることもあるという。グズマ

ン周辺のなだらかな山地には人家もなく、雑木が生えているのみで、植林した様子もない。グズマ

ン市の家並みはスベイン風で、 ゴスメファリアス村と違い瓦がのった屋根が多く、人口 6万人の裕

宮な街である。この市もソカロを中心に教会、・政庁、警察が配骰され、メキシコの都市作りの定形

を見た。

•
~
~
~
~
;
~
：
~
~
：

~
~
~
~
9
e
l
t

と
~
~
；
~
~
：
~
~
：
；
‘
；
；
~
：
~
~
~

（ア） ソカロ正面の入口にある大寺院はレンガ造り石張り変形4階建で、中心に大錐楼をはさんで左
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右に小薙楼が配骰してある建物である。朝の礼拝中に地裳が発生し、 27人がくずれた鐘楼が天井を

突き破り、その下敷きとなって死亡したという。地裳後40日経過した11月初めになっても、パリケ

ードがされて寺院に近づくことができなかった。グスマン市の人的被害は死者37人、負傷者500人

以上であった。

（イ） 民家の壁は木材で倒れないよう押えている家が多く、敷地内で発生した日干レンガは遊路に積

み上げられ、車がその間を S字を書くように走っている。一部の支保材と瓦礫の山が道一ばいにな

り、迂回するように案内標識が立てられ、復旧活動がかなり遅れている。壊れた家の白壁には赤ス

プレーで通し番号が付けられていて、作業を進め易くしている。

（ウ） グズマン市西部を横切るN30E方向の約40cmの落差を伴うクラックが発生し｀これに

またがる建物が大きな被害を受けている。このクラックは基盤に達する正断層であるのか≫

未固結層の差別沈下による引っぱり亀裂であるのか明確ではない．

周辺山地のリニアメントを調べると、火山活動に伴う陥没の環状正断層が地震動に誘起

され≫再活動した可能性が強い。 （固ー15)

（エ） グズマン市では初め横揺れが55秒続き、あと縦謡れに変って約 1分5秒続いた，全体

に揺れ方は強くなかったが長く感じたようである。一一初めに横揺れで次に縦揺れに変っ

たと言う証言はおかしいので、再確認をしたが間違いないと言う。理由は不明である，

（オ） 18世紀の前半に大きな地裳があり、この死者をとむらう祭りをするようになったが、この守護

神は型ホセと云い、 20年毎に大きな地震が来ると云う予言をした。今回もこの予酋の地震だとグズ

マン市民の中には信んじている者もいた。

12月12日にはグアダラハラ大寺院の年一回の大祭があるが、この日に大地震が再ぴ起るというう

わさがあったが、ほとんどの住民は信んじていなかった。その後、うわさの日も過ぎたが地震が起

ったという報告も入っていない。

(4) 太平洋沿岸地域の被害状況

ア．イスタバ今シワタネホ市は太平洋西海岸に面した人口約3万人の静かで明るい保養地で、イスタ

パとシワタネホ 2地区に分れ、伊豆の西海岸を一まわり大きくした景観を呈している。かつては漁

村であったが今から25年前頃より、メキシコ政府の観光開発政策から、近代的観光地として発展、

アカプルコとは異なった静かな保淡地として世界的な一流ホテルも多数進出している。
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図ー15 グズマン市附近の地形

Ld 湖成堆積層 __......,...--- 地震によって発生した段差

V f 火山扇状地堆積層 -” - リニアメント
CP 第四紀火山岩類 ペか古い地すぺりの崩落崖

M C 中生代堆積岩類 依 地震による崩壊

-26-



イ． プラマル・ビーチ沿いにホテルが建設されていたが、ホテルプレジデンテ、シェラトン、

トスなど9階から12階建てのホテルの外壁面にひぴ割れが走り、被害の程度に差はある

内装等相当の被害をうけていると観察された。

ホテルの廻りにはロープが張られ、立入り制限をしており、営業まで半年以上を要するとのこと

であり、震源域に近いため揺れが激しかったことを示していた。

イスタパのホテルでは、地成発生後万ー一の被害を恐れ、旅行客等を避難させたという。

ウ． シワタネホの町並は、 ところどころに弊のくずれや一部破担した建物も散見されたが、ホテル群

の被害比べれば、それほど目立ず、軍柱や道路も被杏をうけた状態には見えなかった。

工． ラサロ・カルディナス市は太平洋沿船に
図ー16 イスタパ・シワタネホ附近図

面した工業都市で、近年重化学：r業化が進
められて、 日系企業も数社進出している人

口約20万の都市であり、今[9i1の地炭の震源

域にも近かったところである。

町並みは市の中心街にもかかわらずihi／杓

の建物はなく、一般的に低い家．‘i[;•みがなら

び白っぽい感じのIIIIであったc

地；；！とにより被宵をうけている建物は、民

家よりは銀行、 ホテル、マーケットといっ

たものが多く、壊れた瓦礫が建物の敷地内

ではおさまらず追路にまでうず高く梢みあ

げられていた。

太

平

洋

オ住民に当時の様子を1iflいたところ、その

日の朝ゴーッという音がしたかと息うとす

ごい揺れがやってきて、家の壁から白い粉

が舞上りあわてて外に出るのが梢一杯であ

ったとのことである。一般の民家を含めて

大半の建物はなんらかの被害があったと思われる。

死者も何人かはあったらしいし、当日は相当の昆乱があったと推定される

かっていない。市内の一部では、寵柱や街灯のポールが傾き電線が切れていたのが見受けら

地震後40日が経過した現在では住民の表情は平惟で、「Iit1き取り調究」をしていると人なっこく
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ってきた。

カ．メキシコ観光（梱の地震被害状況調査報告 (10月現在）によれば、ラサロ・カルデイナス市での死

者は6人、負偲者213人、被害家屋400戸であるが、我々が現地調査をした結果から推察すると、も

っと多くの被害があったのではないかと思われた。

キ．ラサロ・カルデイナス市のバルサスJII河口に掘込み港をつくり、一大工業地域が開発され、メキ

シコと日本企業との合弁会社が大規模工場を建設しているが、これらの施設にも相当な被害があっ

たと、現地住友金属工業、日

本鋼管の技術者から報告を受

けた。

余談ながら、地震の当日、

神戸製鋼所との合弁企業 fN

KS」（鋳鍛絹品製造所）の

開所式が予定され、デラマド

リ大統領を始め関係者が出席

するための準備中であったが

地震により中止され、当該エ

場の変電設備などにも被害が

あったとのことであるc

また、同市内の上水道が被

害をうけ「水ききん」の状態

となり、オリージャ地区では

井戸水を汲み上げて給水が行

なわれたが間に合わず、レス

トランでは飲科水の不足に悩

み食事の用意もままならぬ状

態が約2週lH]ほど続いた。

図ー17 ラサロカルデナス市附近図

太

乎

洋

この地区の工業開発規模は茨城
県鹿島地区と同等以上である
地欝被害を受けた

至イソタパツワクネホ市

―̀ 等住家
害有り

ダム）

なし

0 SICARTSA～日本綱管、 H立浩船が資本参加している
製鉄所

oNKS～神戸製網所が資本参加している 鋳鍛綱品製造所

0PMT～住友金属工業が資本参加している 大口径網製造
所

° FER:rIMEX～肥料工湯

(5) 津波被害

ァ．今回の地震による津波は、地裳発生直後に現地調査したNHKの伊藤和明氏のスナップ写真や、

日本鋼管メキシコ駐在員から入手した写具によれば、津浪によに流木が海岸に打ち上げられている

様子が写っており、津波による被害は発生しなかった腔地に遡上したことが確かめられた。
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また昭和60年秋季地震学会において東大阿部勝征氏によるメキシコ地震報告によれば、ほぼ3mの

高さまで没水したという。

地震発生後商船5隻、漁船4隻が行方不明となったとの新聞報告については、現地において確認さ

れなかった。

イ＊シワタネ＊地区の浜辺にある休み茶屋の主人プリモ・モラレス氏の話

m 地製のあった後、沖合で海岸線が高くなったのを見たが、津波（ストンポ）がくる，'"は思っても

いなかった。

しかし、始めにスッート波が沖の方に引き、岸部の砂浜が広がり、その後、波が陸地に向って押

し窃せてきて．いつもの波打際より20~25mも内陸部まで途した。

（イ）津波は， 4回押し窃せたと記憶しているか、そのうち 2回は大ぎくあとの2回はそれはどでもな

かった。

また、料nの9月20日（般火余設）も地震があったが、夜7時38分頃であったので津波があった

かどうか分らない．

（ウ） この浜の住人に津波による被害はなく、この浜の舟1隻が転毅したのは知っているとのことであ

った。

一九イスタバ地区に住み，我々調卦班が現地で利用したタクシー運転手の話

m 自分は長くここに住んでいて、こんな大きな地裳に遭ったのは始めてであった。
（イ）大きなゆれのあとホテル群のAir浜には大浪がやってきたので自分は避難した．

（ウ） この町で住民や漁船等に被害があったとの話は特に開いていないと云っていた等、今回のメキシ

コ地災によりi1ti良ば明らかに発生しているが、我が国で一般的に理解されているようなすさまじ

いものでなかったようである。

ゥ．メキシコ以外で観測された津波の高さは、次のとおりであった。

ハワイ (1::ロ) 22Clll 

エクアドル

エルサルバドル

ガラパゴス島

クヒチ（パペエテ）

61畑

60cm 

21cm 

5cm 

タピチ（リナテア） 7cm 

なお、我が国では気象庁が9月20日8時50分（日本時l!li)太平洋沿岸の各地に津波注紅報を発令

したが、津波が観測されず同日13時50分解除された。
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(6) ボランティア活動

ア．市内の目抜通りの緑地帯にある被災者たちのテント村は、ボランティアの連営にまかされている。

テント村の食料配給所には長い列ができている。被災後約40日を経過した現在のポランティア活動

の内容は、飲料水、物資、食料の支給、医療活動、法律相談など多方面に渡っている。こうしたポ

ランティアは、高校生、大学生や、工場労働者、タクシー運転手と職業は様々である。

イ．街角で地震に関する梢報を提供している大学生だけのボランティアグループ（将来は弁設士に）

は、デマによる不安から相談にくる人々の不安解消、食料、援助物査を支給している場所の案内等、

あらゆる相談事に応じていた。

このグループも20人で編成され、 10人づつ 2班に分かれて、午前と午後の二交替制で案内所を開

設していた。学校へは交替で登校しているので問題はないという。

ウ．震源地に近いゴメス・ファリアス村にも｀グアダラハ自治大学校の学生ボランティアが活躍して

いた。このチームは今回の地震のため特別に編成されたものでなく、緊忍事態に備えて1973年に設

骰された巡回医療班で、カリキュラムに組まれている 6ヵ月のボランティア活動の一環として‘iitllか

巡回している。

特に今回の地震では 9月25日より、10月4日までの10日IRJにメキシコ市で8,000人、当村で、10月18

日から11月2日までの16日間に4,823人を診療したと語っていた。

エ・デラマドリ大統領は地震直後「今は事態把握より、被咎者の救助に全力を尽す。全ての国民は協

力してほしい。」と訴えた。

市民はこれに応え、自家用車に手粛きの赤十字マークをつけ負條者を病院へ運び、幹線道路の交

通整理、建物倒壊現場で自前のスコップ、ツルハシを使った救助活動、コンクリート破片の手渡し

リレーによる生き埋め者の救出等を行なった。また、飲料水の配給手伝いや、公園での救股所の炊

き出し、一般市民供出の物質、医薬品の仕分け作業等活動内容も数多く、ボランティアに参加した

人々は 5万～ 6万人に達したという。

今回の救助活動においては、各国からのボランティアが大きな力を発揮したが、やはり初期の救

助活動には、重機械と共に人海戦術を必要とし、ポランティアに期待すべき事項がかなりあること

を認識させられた。

オ．大統領は、ボランティアに対し「私は諸君の兄弟愛を大変誇りに思っている。」とテレビを通じ

ねぎらいの言葉を送っている。

カ．メキシコ大学の医学生は、生れて始めて手にした注射器で列をなす市民に、腸チフスの予防注射

をした。またオートバイ （メキシコでは街でオートバイに出合うことは非‘iitに少ない）を持ってい
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る若者は民間ラジオ局の呼ぴかけに応じ、市内を走りまわって被害情報を局に知らせ、被害情況を

鼈波に乗せることができたという。

キ．発誤後、破損した建物の瓦礫、落下物等で道路が寸断され、大渋滞を引きおこしたが、自発的に

梨まった市民のボランティアによる交通誘祁や、赤いリボンを胸につけた中学生の交通整理などの

活躍によって、大きな混乱は避けられた。

ク．メキシ｀コ市内で活動しているボランティアには宗教団体を背娯にしたもの（カトリック、キリス

ト教が90バーセント以上）を始め、政党系i陀少年対策評識会、大学生等のクラプや専攻学科による

グループ、隣保糾織（通布時は[1本でいう隣保糾織は存在しない）、臓場糾織等かなり多くの種類

のボランティアがあり、人員も相当数にのiまっているが、正確な人Jiは把捏されていないしこれを

統靱する糾熾はない。

ゲ活動内容は、テン 1、村における給水祈動を始め、救援物脊の支給、医療活動、法律相談、被災支

援ll)荘金のカンバなどであり、街角では大坪生による被災者の総合案内所 (i去律相談も含む）など

があり、調在時点でも続けられていた。・

コ．地震発生後、デラマド＇）大統領は、テレビ、ラジオを通じて「 DN計画lI1」により緊急動貝を求

め、これに応じた 5]j~ 6万人の市民が軍と述携し、 1組20人単位の「救出部隊」「交通整理部隊」

などに振り分けられ、被災現場で活躍した。

しかし、ポランティアに応じた者すべてが活動の場を与えられた訳ではなく、秩序を保つため登

録制度が採用された。

サ9 ft少年のスポーツクラプにおいては、非喘災布時にボランティアとして救設活動ができるような

技術（自動車の巡転、アマチュア無線等）を修得するよう教宥されているほか、ボーイスカウト、

ガールスカウト、ライオンズクラブ少年団（レオ）等の奉仕活動も見逃すことができない。

シ．「博愛」を旨とする宗教的背Jitや被災地が局所的であったにしろ、大地震に餞われたメキシコ市

の復旧作業は、軍や警察をしのぐほどの市民の活躍が目立ち、発災直後は約 6万人が奉仕して被寓

現場を懸命に走りまわった。個人風潮の強いこの国で彼らの団結ぶりはきわだっており、新Ill］やテ

レビではメキシコのもう一つの頗、それは「ソリダリダー（述帝）」だと繰り返した。なおこうした

背娘で奉仕する若者は、ボランティアと言う名で住民からの目を江識して、かっこうの良さに、さ

らに若い血をかきたてたという c
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(7) 安否情報

ア，メキシコのテレビ放送の現状は、国営の IMEVISION(Instituto Mexico de Television 7・ l 3-22チ

ャンネル）と民営の TELEVISA(Television Sociedad Anonima 2・4・5・9チャンネル）の二大ネット

ワークでカバーされているが、テレビの普及状況は1977年の統計資料によれば548万台となってい

る。

ラジオ局は中波、短波、 FM局出力 lkw未満のミニ局を加えて全国で約650局、メキシコ市内に

主なものは、中波9局、短波2局となっているが、その普及状況は少し古い資料であるが1975年当

時に1,715万台である。

イ．イメピジョン局は地盤の固い場所に建っていたため、被害は少なく、放送中断も商用寵源の停硼

から自家発堀切替えまでの約 1分間であった。

また、テレビサ局は、市の中心に位骰し、局舎の崩壊から 3基ある鉄製櫓型アンテナのうち 1基

が路上に倒れたほか、放送局職員に死偏者が出るなど多大な被筈を受けたため、同所からの放送は

不能となり、市の南東にある予備局舎を使ってその日の昼頃から放送を再開した。

ウ．被害の軽かったイメピジョンでは7.13チャンネルを使って初めは「今揺れています」「落ちつい

てください」「確実な情報が入るまでお待ち下さい」などの内容を放送していたが、 8時頃からは

被害状況を確認するため、携帯用無線機を持たせて派遣した記者からの報告に基づき、被害情報

を放送した。

また、 8時30分頃からは一般市民からの被害惜報以外に、個人の安否情報が寄せられ、ニュース

局長がアナウンサーと同席してこれらの放送を続け、ほぽ社会的に安定したIO月25日までの37日

間放送を継続した。

エ．初めはオペレーターが網話での依頼内容を節記して、それをアナウンサーが読み上げていたが、

情報が多くなるにしたがって、 1週間後には州別、氏名のアルファベット1順で、①氏名 ②状態

（不明、無事等） ③地裳発災時どこにいたか ④今どこにいるか（病院、テント生活等） ⑤その

他（退院した、勤務している等）の 5項目を定型化し、コンピューター処理した内容について放送

を続けた。

オ．メキシコにおける個人の安否情報は、大き

な事故が発生した場合に、通常放送を変更し

て情報を流すことに慣れており、今回の地康

では7本の電話を使って地震発生当日の昼ま

でに約1,000件の情報を受理したが、終了する

までに総数約10万件の情報が寄せられ、プロ

デュサーが判断して放送した情報は9万件に

のぽった。
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カ．放送局のスタッフは、最初12人1組で3交代制をとり、 1日に20時間（通常は18時間）放送した

が、 1週間目からは9時間、 3週間目からは30分の特別排組にと縮少して終了した。

キ汝開き手からすれば、平坦で注意していなければ聞きのがしてしまうようなスビードで、表現が冷

たいという批判もあったが、住民へのサービスからこれらの情報は 2日おきに、放送局から市役所

（掲示板に貼り出す）、赤十字社、他の民間放送局（テレピサ）、地話サービス、日刊全国紙（ソル・

デ・メヒコのみ）に渡され、それぞれのメディアで広報された。

ク，個人情報を公共のメディアにのせることについては、日本でも、 KHK等が新潟地裳、宮城県沖

地震、日本海中部地震でも既に行っており特に目新しくはないが、あらゆるメディアをリンクし広

報したこと、情報の内容をコンビュークー処理して迅速化を図たことが評価されるe

ケ．しかしー放送局が自然発生的に対処したことでもあり、内容については、年齢、性別、特徴など，

さらに梢報を増すこと、電話が使用できた人々だけの情報であり、公共機関も入った組織（役場）

に申し込む方法、公共広報紙に掲載する、問い合わせ窓口を公共機関に設けるなどの方法によって、

一段と正確な情報が広報できると考えられる。

ユ被店者等は、自分のまわりの状況しか判らないため、地震の全貌を早く知りたいという欲望が裔

まるので、それに答えるため、｛訊団のある国家機関から、定期に情報を流すこと、さらに被害が無

いという安全情報も加えることが望ましいと考えられる。

(8) 救設

ア．地震発生後ただちに、デラマドリ大統領は「国家災害非常事態」

指令」の発令を決定して、披災者の救設に当った。

し、さらに「国防第 3号

新聞報道及ぴ現地住民の話によれば、救出された負傷者に対し、待機していた医師団やポランテ

ィアの人達が応急手当をして、拡悩者は病院に搬送し手当をした。病院も相当被害を受けたことも

あって、一部の人達が毛布等にくるまって順番を待たされたようであるa当初は医者や手術用具、

医薬品全般さらに輪血用血液等の不足もあって、一部対応が遅れたとのことであった。その後、薬

品等は海外からの援助や、国内の拠出もあって何とか間にあったとのことである。

また、赤十字社等が郊外の安全な場所や広場に「救護所」を設け、負傷者を収容し手当に当たっ

たら

イ．大学生ダループのボランティア、アントニオ・ゴメス（メキシコ大学）氏等は、クァウモック通

りに相談所を設け、住民からの相談に当っていたが、彼らの話によると、薬品等の海外からの援助

物脊は、ボランティアのグループが中心となって、 それぞれ必要箇所に配分した。政府は必要な

-33-



ところに必要な物資や薬品が行き渡るように、ラジオ、テレピ等の放送を通じて広報をした。しか

し、必要な物資がなかなか届かないで困っているとの話も一部にあった。ただ、外国からの援助物

資の説明書が外国語で記載されていたため、何の薬か判らず困ったとの話もあった。

ウ．メキシコにおける負條者等の処置については、本県が進めている救設所から広域救護病院にいた

る応急救援システムと良く似た体制であり意を強くした。また、医師や看護婦が不足している時、

ラジオやテレビの呼びかけで集まる体制になっていたこと、医療に携わるボランティアが集められ

たことなど、見習うべき点がある。

(9) 防疫

コレラ、チフス、破傷風等の発生が心配されたが、幸いにも発見されなかった。

その理由として、①地震が発生した時期が乾期であり、高温、稀雨であったこと、津波が陸上部に

遡上せず被害もなかった。②新聞報道によれば、メキシコでは平素から子供に対して、予防注射を実

施している。今回も被災地で働いているボランティアの人達にも、政府が強制的に予防注射を実施し

た。③メキシコ市では、 10月27日までに、市内全域の消塀を実施し完了した。④国、市当局は、飲料

水の確保について「生水は絶対に飲まないこと、必らず10分以上沸かして飲むこと」をラジオ、テレ

ビ、掲示などのマスメディアを通じて広報したなどによるものと推測される。

(10) 救援

調査時期が救助活動期を逸しているため、現地における住民からの感触をもとに、新聞報道から救

助活動について紹介する。

ア．地裳発生後、各国から救援隊、援助物資、義援金等が続々到滸し、救援活動が進められ非常に成

果が上った。特に災害現場における外国救援部隊のうち、フランス、西ドイツ、スイス等は訓練さ

れた犬を使い、瓦礫の下に埋まっている人の救助に当った。また、アメリカ、カナダ等はレスキュ

ー隊がビルの中に入って、相当な人を救助したといわれている。

イ．フランスの救助隊は、地裳発生3日後の9月21日にメキシコに入国し、空港から直接被災現場へ

向ったが、メキシコの受入体制が整っておらず、現場で滉乱したとのことであった。また、救援国

間の言語が述ったことから、意志が通ぜず、民族性、国情の述いもあって救援終了期を迎える前に

引き掲げた国があった。

ゥ．国内、海外からの自発的な援助の受け入れについては、県の応急復旧計画にはなく、今後検討す

る必要があるが、今回のメキシコ地裳後の問題点として、現場での総括指揮をするものが個々バラ

バラに作業を進めていたことから、一11性がなく効・果が上がらなかったことを指摘するものもいる。
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(11) 治安

調査時期が発災後40日以上も経過していたため、新聞報道をもとに、住民からの感触を加え、在メ

キシコ日本人からの話を中心にまとめた。

ア、現地調査の時点では、発災後相当日数の経過もあって、メキシコ市の中心街を通行しても市民は

平常な日常活動をしているようであった。しかし、被災地では大きなビルが側壊しているのが見ら

れ、軍隊や警察官が小銃を持ち、ロープによるパリケードによって昼夜警戒をしている姿が見られ

た。

また、道路の緑地荀や広場には避難者がテント生活をしていた。被災者や市民からの治安関係の

不安の声は余り開かなかった。

イ．国家災判非常事態宜汀によって、軍隊や界察が被災者の救出、救設にあたるとともに、治安の維

持に努めた。更に市民に対しても、

① アルコール飲料の販売禁止

②夜間の外出禁止

③週末の労働禁止と救助や復旧活動への協力

を布告し呼びかけたも

ウ．発災直後、救助活動を助けるボランティアを装い5~10人が武装集団を作り、赤十字のマークを

入れた車両を使用して商店等に入り、物資を略称するグループや、モグラ部隊と称する窃盗グ）レー

プが出没し、火事場泥枠的な犯罪が発生した。また、倒壊したビルの鉄筋や積れた自動車の部品等

を窃盗する者もあり、その防止のために警戒線を張って軍隊や舒察官が昼夜小銃を持って警戒評備

に当っていた。

エ．政府、連邦区では、治安を守るため10月4日に「国家再建委員会」を設骰し、その下に6つの小

委員会を設けたが、そのひとつ「市民安全予防委貝会」が治安対策を担当し、各種犯罪の取締りと

未然防止の強化を図った。前記のように、ポランティアとして集まった人の中には、被災者の金や

貴金属を盗む者が交じっていたため、その後、ポランティアは許可制とし胸に地区のボランティア

のリーダーが証明したカードをつけることにしたs

ず物価も発災直後には、便乗値上げをする者があったが、営業停止処分にする等厳正に対処したと

ころ、この情報が広く知れわたり、目立った物価俯上りが防止された。また、政府は、地霰発生に

より本来の仕事が出来なくなった職異2,000人を物価の臨時監視員にあて、値上げ防止に努めた。

ヵ．大統領は、国民に対しテレビ、ラジオを通じて「平涌を保ってほしい。勇気をもって難局を乗り
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切ろう」と激励し、メキシコ市長は「大地策による被災という状況下で、憎むべき犯罪行為を行う者

に対しては、容赦なく措骰をとる」と警告した。また、ガソリン不足のデマが飛べぱ、石油公社

(PEMEX)の総裁が否定する等、確実な情報を適宜広報して不安の除去に努める等、その責任あ

る者が社会的混乱防止のために広報したことが、国民の平静を保つことに役立ったと思われる。

キ．メキシコは観光国であり、各国から相当数の観光客が訪れていた。地裳発生後、道路の通行が可

能であり、空港も午後から使用できたことや、政府が観光客に対して特別な行動制限等の措置は取

らなかったことから、混乱もなくそれぞれ帰国できた。

(12) 被災者の生活確保

今回のメキシコ地）Jとによる被災者は、メキシコ市で 3万人以上、その他の外1で4干人以上となって

いる訊政府発表がないため、正確な数字はは握できない。

ア，被災者の多くはメキシコ市の中心部の倒壊建物に住居していた人々及び、建物倒壊の危険がある

ため政府機関より退去命令を受けた人々であるが、その多くは親戚、知人宅へ身を寄せているが、

身寄りのない人がテント生活を送っている。

避難所数及び、避難所生活者の数は、新聞報道によると公園、道路等78箇所に約12,700人、学校、

教会等に18,500人となっている。これら避難所生活者のうち、テント生活者は赤十字社や、ボラン

ティアが用意したテントで生活しているが、テントは概ね 7~ 8人用の広さで、中には生活に必要

な最低限の台所用品や、什器類を入れてあるので狭くるしい。また、俎気が通じているため、照明

やテレビが用意されている点が注目される。

イ．今回調壺したテント村での避難生活の概要は次のとおりである。

（ア）アルバロ・オプレゴン通り（ローマス地区）

ガルシア・バスケ氏（自動車修理業・夫婦子供 8人と毎が同居）は、住んでいたアパートが倒

壊の危険があるため、政府の退去命令を受け、地裳発生当日より道路中央分離帯で仲間18世帯10

0人とテント生活を続けているが、政府は建物の耐震調査を行なわず、今後の方針も示してくれ

ないと行政に対する不信感を訴えていた。

また、同所の救援支給センター買任者、ギジェルモ・アントニオ・ゴンザレス・ピジャ氏（雷

気技師38歳・ポランティア）の説明によると、同支給センターの支給対象者は、 1日延4,000人

で食料、ミルク、飲料水（ピニールパック 2t入、瓶入20e＝大家族用）は行政機関から支給さ
れるが、衣服、雑貨、薬品等の生活必需品は赤十字社と、一般市民からの寄付によるものである。
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（イ） シペレス公園

最高264世帯がテント生活を送り、 40人のホランティアが避難生

活者を支援した。ここでは、生活物表の支給を受けるためにボラン

ティアの責任者（女性教師 •49歳）へ氏名、住所、大人、小人の区

別、受給の理由を登録することとなっており、受給者は支給を受け

るたぴに支給済のスタンプを押してもらっている。

ぷご巧
CESA 

S A L l D A‘ 

fecha_:_ -

ウ．我々が訪問した二つのテント生活者は、復興の方針が明らかにされないことに不満を訴え、この

まま避難生活を続ける以外に方法がないと諦めていたが、地裳による混乱が治まっていくとともに、

非被災者との較差が生じるためのあせりが見受けられ、今後の生活安定が行政の大きな課題となっ

ていこう。

エ、ギジェルモ氏（前出）によれば、 10月30日現在、市内における救援支給センターは 5-6箇所に

減り、除々に平静を取り戻しているとのことである。

なお、学校、教会等の公共施設での避難所生活は、今回の調査で確認できなかった。

(13) 児童の教育

メキシコの就学制度は小学校6年 (7歳～12歳）、中学校3年 (13歳～15歳）が義務教育となって

おり、高等学校3年 (16歳～18歳）、大学校4年 (19歳-22歳）と進学していく課程は日本と全く同

じである＜

しかし、教宥を全く受けていないもの、及ぴ初等教育に就学したが終了していないものなどによる

文盲率は、メキシコ市中心地区で30％前後、周辺地区では40％をこえ、地区によっては60％にも達し

ている。

ア．メキシコ市内の学校は約4,000校、うち448校が被害を受けており (CME. 9月25日発表）、政

府は地震発生の日より当分の間、休校とする措罷をとった。今回の地裳で、校舎が破損したり、被

災者の避難所に使われたことから、教育の場を失った児窟、生徒は98万人にのぽった。

イ．始業時間を朝8時とする学校が多いが、地裳の発生した7時18分（メキシコ時間）は児童，生徒

の登校時岡に当っており、放送局はテレピ、ラジオを通じて、父兄に直ちに連れ戻すよう自発的な

放送を繰り返し行った。

ウ”カルロス地区のハイメ・ヌ I連邦小学校（ゴンザレス・ガラ校長、教師12人、児童392人）では、

校舎が崩壊し、取り壊しが決定されているため休校となっていたが、これ以上放骰は出来ないとし

て10月31日、公固の一角にロープを張った青空教室で授業を再開した。授業は8グループに分け、
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児童が自宅から椅子を持ち寄り行われていたが、初日は児童も少く父兄も終日不安気に付き添って

いたという。

エ．同所にいた市教育委員会職員の説明では、 10月31日現在、メキシコ市内の95％の学校で授業を再

開したとのことであるが、高級、中級住宅地域に比べて教育に熱心な下町地区での校舎再建見通し

が発表されず、放置されたままとなっているためデモンストレーションの意味も含めて、青空学校

で再開したと不満をつのらせていた。

オ．本県でも、市町村の多くが防災計画で学校を避難場所に指定しているが、遥難生活が長期になっ

た場合、教脊の遅れが心配される。特に進学児窟、生徒にあっては非被災地との学力差が予想され

るので、あらかじめ救済措置などを検討しておく必要があろう¢

(14) 物価裔騰防止対策

ァ．デラマドリ大統領は、ラジオ、テレビを遥じて「我々は大惨事の真只中にある。だが人々が一致

協力した救助活動に当っているのを見た。必要な品物はある、買い占めに走らないようにセ」との呼

ぴかけを行い、民心の安定と物価高騰防止を図った。

イ、消骰者1呆護局では、営業停止、罰金などの行政罰で摘発を進め、悪質業者は逮捕も辞さないと誇

告し、物価高騰の防止に努めた。そのため、一部の地域で主食のトルティージャ（トウモロコシの

粉を焼いてつくったせんべい）を 1均4400ペソ（統制価格32ペソ＝約15円）で売った店主が10間の

営粟停止処分を受けた他、卵、ミルクが2~3倍になったとの報道があったのみで、全般的に物価

高騰現象は見られなかった。

ウ，我々が街で出あった市民からも物価に対する不満は1l1]かれなかったが、調査団がメキシコに入国

した10月29日には 1ドル当り420ペソであったものが、婦国する11月7日には485ペソと換金率は日

増しに低下し、世界経済から見た貨弊価値が下落していることから、物価謀騰のきざしが見えはじ

めていると思われる。

(15) 救援物資の配分

ァ，被害者に対して、食料、ミルク、飲料水などの命にかかわる基本的な物貸については政府機関よ

り支給されているが、衣料、雑貨、薬品等は赤十字社、宗教団体及び、一般市民から寄付されたも

のがあてられている。被害者への配分は、各避難所内に設置さた救援センターで赤十字社及び．ポ

ランティアの手により行われた，

イ｀地縦直後は、不足する物費も見受けられたが、メキシコイメビジョン（国営テレビ局）が不足物
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資の提供を国民に呼びかけて充足した。ギジェルモ氏（前出）の話では、地震後40日経過

不足している生活必需品はないとのことである。

⑲ 非常食料の備蓄状況

非常時対策として、食料や飲料水の備蓄を行わせる行政機関の啓発指邸や災害を想定

ったく行われてはいず、今枇紀になっても 9回、さらに1957年の死者を出した地震からの教訓も

~
/
f
‘

．
ら

されていない，

ィ．国民にも、その日の生活の粗を得ることにせいいっぱいで ・モド（仕方がない）

うにかなるさ」と言うた災吝に対する意識も手伝って偉えは全くされていない。今回の地震でも

食料を買いあさったり｀商店の前に行列ができたという話はどこからも掛］かなかった。

ウ．食料を荼えない理由として、収入が長期に安定して得られないことが考えられるe メキシコ

ける労慟者の最低竹金は 1日1750ペソ

曜日に支給され、支給者は賃金をもらうと 1週間分の食料や生活必術品をまとめ買いする

（日本円換打800円）、月 2回支給もある

り、自然に一週間分を佃荼する形となっている。しかし、今回の地震が木［釦日（本裟）に発生

ことから、食料綽の加ltも底をついていたと推定されるのに、大混乱にならなかったのは、

の数が市民の数パーセントであったことと、国民性の違いであると推定される。

閻

アぶ

銀行業務

メキシコ市内における銀行架務は、我が国の10年前位のシステムであると言われ、

ても小切手交換指定日より 2-3日遅れても問題にならないような鷹揚さがある

メキシコ駐在員事務所長、田中栂氏）。

イ，今回の地震では、コメルミオ銀行、インテルナシオナル銀行、パンアメックス銀行、

銀行、アトランティック銀行、バイス銀行等で褐気系統の故節から、預け入れ、払い出

来なくなり、混乱を生じた。

ウ，国立銀行では、午前9時以降、地震で被害を受けても

するとの声明を発したが、各銀行では現金輸送車の未莉、手持現金の不足から支払いを延期す

業務にかなりの混乱は生じたが、他の店で代行することや、アスタ，マニァーナ（また明日）

う国民性のおかげで、大きな取付け騒ぎには発展しなかった。
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⑱ ライフラインの被害と復旧

ア．電気

（ア）地誕直後、ほほメキシコ市内全域で停電となったが、同日正午には、停砲地域は市街地の約3

分の］となり、 9月21日には約パーセントが復旧、］0月初めには倒壊危険建物を除いてほぼ復旧し

た。

（イ）メキシコ市の発電は、火力によっているが、発電所及び、約30箇所ある変電施設が地盤の良い

ところにあって、まった＜被害がなく、街路の電柱、電線、 トランス等の送砥施設も市の中心部を

除いて、ほとんど被害がなかったため復旧が早かった。

（ウ）復旧が早かったため、照明をはじめ、ラジオ、テレビ等が肌もなく使えるようになり、民心の

安定に役立ったという。

（エ）イメピジョン（国営テレビ局）は、地震発生後一旦放送が停止したが、自家発龍機に切替えて

1分後には放送を開始した。

また、地裳発生後、乾砿池が飛ぶように売れ、品切れの店が相次いだという。

イ＂ガス

（ア） メキシコ市内で供給されているガスは大半がプロパンガスで、 供給形態は、 一般に20kgから

40kgのボンベを交換して使用するシリンダ一方式と、大批に使用するアバート、マンション、工場

等では屋上におよそ0.3m'以上（大きいものは 3m＇) の鋼鉄製タンクを設置し、タンクローリ

からガスをボンプ圧送してタンクに受入れるバルク供給方式によっている。また、都市ガス方式は

メキシコ市のごく一部の地域で利用しているというが被害の状況は不明である。

（イ）今回の地震で、建築物が相当の被害を受けたことから、ガス設備も被害を受け、ガス漏れもあ

ったと報告されているが、ガス燦発は発生していない。

その理由は、タンクの屋上設置による通気性や、銅パイプによる配管の可撓性により、地裳時の

災害防止に機能したと考えられるが、根本的には、建物等が不燃性であること、及ぴガスは漏れて

も滸火せず、または箔火しても建物の倒壊等により、火災にならなかったケースが多かったのでは

ないかと推定された。

（ウ）早期にガス使用が可能となった理由としては、プロパンガスを使用しているため、都市ガス方

式に比べ戸別復旧が可能であり、修理規模も比較的小さく復、旧に時間を要しなかったためと見られ

る。
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図ー18 ガス供給方式

(i) バルク供給方式 ② シリンダー供給方式

（ポンペ）
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•高層建物でもポンペを運びあげる
ときもある。

（エ）ガスはペメックス (Pemex)と呼ばれるメキシコ石illl公社傘下のデーラーによって供給されてい

るが冷この地誤を機会に、 10年以上使用しているガスタンク設備は取り替えるよう指恐されており

我々もその現場に立会ったがタンク本体の交換をユーザーに求めている例が多いという。

（オ）メキシコでは、ガス設備が戸別供給方式であったため、地震発生後の燃料の確保にはあまり

1舷もなく、磁気の早期復旧とともに民生安定に大きく寄与したといわれるが、我が国でも大し

考になる事例であった。

ウ，水道

（ア）水道管の破裂、亀裂によりメキシコ市内8地区、約500箇所で漏水被害が発生し、約100万人が冬

断水により不自由な生活を強いられた。市当局は給水車やタンクローリー700台を投入して給水活：

動を行なう一方、軍隊にも応援を求め給水活動を行ったが、地域住民の需要を満たすには至らず、

現在も200c.c.のピニール袋づめの水を配る等により断水地区へ給水している。

（イ）水道の施設は、都市の発展とともに拡大していったためプロック化されており、市の北部、及

び南部地区では被害もなく、ほぼ正常に給水されている。

（ウ）発災後、政府は公衆衛生上から飲料水については、水を10分以上沸騰させてから飲むよう、ラ

ジオ、テレビで呼びかける一方、住民の梨まる場所にポスターを掲示して衛生指導に努めたため、
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心配された伝染病も発生していない。

（エ）本県では、最低3日間の飲料水を各家庭で備蓄するよう指荘しているが、 供給が間に合わな

いことも予測して飲料水用の殺菌薬を備蓄する必要がある。

エ．電話

（ア）今回の地裳で最も被害が大きかったのは電話で、地震発生後40日経った今も、国際露話はかか

りにくくなっている。これは；メキシコ市からの市外砥話を集中制御するメキシコ電話会社のサン・

ファン霞話局の建物が被災したことによるものである。

（イ）復旧は、市内電話が地裳発生当日の午後、国内、国外のテレックス回線の一部は同日の夕方復

旧したが｀完全復旧には約6箇月を要すると報ぜられている。

（ウ）市内砥話は、家族の安否を確かめる人や、情報交換する人の通話で被災直後輻校し、肝心の救

助、防災活動の緊急連絡がとれなくなった。そのため、政府はラジオで命にかかわる緊悠連絡以外

の一般露話は落ちつくまでかけないよう呼びかけた。

（エ）日本においては、発災寵後の電話の輻朝を予測して非常災害時の緊急用電話以外は規制するこ

ともあり、 59年11月16日に東京世田谷龍話局で発生した地下ケープル火災を教訓として、 NTTが

非常時の対応として通信衛鼠さくら 2号を利用した移動電話局の営備化がなされている。

（オ）なお、今回の地震による日本とメキシコの連絡には、 MOAメキシコ美術文化財団のテレック

スが9月19日、 19時30分頃より復焔し、いち早く、日墨協会と緊密な連携を保ちながら、在メキシ

コ日本人の安否と日本からの問い合せに応じた行動が｀現地日本人から感謝されている。

また、第一勧業銀行のテレ・］クスが同日22時35分開通し、安否を含め自社以外の商業活動にも役

立った。

オ．道路

（ア）市内を縦断するインスルヘンテス通り、レフォルマ通り、トラルパン迎り、ピァドゥクト通り

の各幹線道路や内側蝶状線、外側現状線には路面の亀裂や陥没はなく、地旋の影押はなかった。

これらの主要道路については市公共土木局、メキシコ国立大学土木建築学部など政府専門家が検究

し、安全性が確認されている。

（イ）メキシコ市内から地方へ向う窃速道路及ぴ一般国道も被唱はなかった。ただし、誤源地近くの

ラサ0 ・カルディナス市へ通しる国道200号の桃げたが1箇所倒壊したが、 10月中旬には復旧した。

-42-



ガ交通事情

（ア）メキシコ市の自家用車の数は近年急速に増加して400万台以上とも推定され、駐車場が著しく不

足しているため、市中心部においては路上駐車が多く、道路面積の30パーセントが駐車用に占有さ

れ、それが交通を妨げ渋滞に拍車をかけている。

地裳発生が朝であったため、駐車のための滉乱は生じなかったと言う。

（イ）メキシコ特有の生活習忙tなどにより、長い昼食と昼休みのため、家と版湯の間を往復する人が

多く、 18に4回の交遥ラッシュ、渋滞が生じている。地震後、時問が経過するにしたがってら渋

滞がひどくなりポうンティアによる交通整理が各所で見られたという。

（ウ）その他の輸送機関として、地下鉄 (7路線）、小型パスがあり、地下鉄は 1ペソ（約50銭）

う庶価でどこへでも乗）ドできる。地下鉄は地震による直接の被唐が生じなかったが、ビ）スファレ

ス駅直上にある政府機関建物が倒壊の危険があり、地紺後40日を経過した現在も閉鎮されている。

（エ）幹線道路は、必らずと言ってよい程緑地となっている分離術があり、幹線に通ずる支線も狭い

ながらも歩道かつき、良く区画が整備されている◇

地媒発生後は建物の倒壊、落下物等により交通止めされた箇所もあったが、調査の時点では、倒

壊危険建物の撤去作業のために交通規制がおこなわれている”

（オ）交通止め出入口には、交通密察官が立って整理を行っているほか、迂回標識やビルの倒壊危険

を知らせる標識も設置されているが、局部的交通規制であり大きな混乱はなく通常の交通体系に戻

っている。

（力）緊急自動車には、病院の救急車と、民間の救急サービス会社の救怠車があり、発災後に

な赤十字の旗を掲げたポランティアの救急車が、病人の搬送や救援物資の輸送、救助現場へ行く

ランティアの人達の送迎用として用いられ、 卜9 Îクは大磁の緊急用物査の輸送手段として利用

れた。

主下水道

メキシコ市の地下には下水追竹網が整備され、 7か所の下水処理場があるが被災しなかった。しか＼

し、断水のため、一時水洗便所が使えなくなったが、給水が再開されるに従って下水問題は解決して

いる¢
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(19) 危険物施設等の状況

ア．メキシコ市内には、メキシコ市内で消費される石油類の供給を一手に引き受けているペメックス

（メキシコ石袖公社）のアスカポッアルコ製袖所がある。この製油所は、メキシコ市の中心に近い

北西部市街地の中にあり、首都の市街地にしかも内陸部の高地にあることは典味深い。

イ．ペメックスの日本人技術者、神尾氏によれば、 9月19日の地震のとき製袖所は稼動中であり、翌

20日午後7時38分の地震でも装罷の運転は停止せず、操業を継続した。この製illl所への原illIの供給

は、大西洋岸の産祉1地3地区より埋設瑞管によっているが、製品は市内 7箇所の供給地点へ7本の

埋設蒋管により供給している。

今回の地如l•かには、これら祁管による原/illの受入れと、製品の供給は一時倅止されたが、それ以

外の作業は紬行された。

ウ．製i1l11所内では、本炭後点検に着手、その後の余震のたぴに．点検が繰り返されたとのことである。

点検事項は、塔類、煙突、タンク類の水平度（傾斜）、配管ラックや架構のひずみ、バルプ、フラ

ンジ部からの桶れ、配俎盤等地気設備、ボイラー等の機能チェックとなっており、社内関係者1!！］で

協議しつつ点検を実施し、異＇常がなかったとのことである。

エ． 日本における現行の製袖所等の耐媒設計、施行、地震It）i災については、先の 9月末から10月初め

にかけて当製油所の安全性点検のため技術援助に訪艇した日本の技術者集団より聞いており、

メキシコでも耐震設計等地震対策について興味を示している。今後は施設類の耐震化について、

研究、実践されなければならないと、会社の幹部が考えているとのことであった。

オ．メキシコにおけるガソリンの供給は、石袖公社の独占により供給されていると見られ、メキシコ

市内は勿論のこと、地方においても全て PEMEX表示のガソリンスタンドであって、地裳被害を受

けたスタンドは見かけなかった。

カ．化学工場や火力発地所等もメキシコ市内に設置されているが、操業しており、今回の地霰でどの

ような被害があったのか不明である。

キ．今回、大病院、学校等が多数被害を受けたところであるが、現在のところ蒋物、劇物、危険物な

ど化学薬品等による 2次災害が発生したとの事実は確認されていない。
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5.電気通信設備の被害と安否情報の放送について
東京大学新聞研究所教授岡部慶＝

11) 電気通信設備の被害状況

今回の地霞では雷気通侶設備に大きな被害があり、国際通話やほとんどの地域への市外通話が不通

になってしまった⇔ここではその被告状況について報告するが、それに先立ち、メキシコにおける電

気通侶事棠の概況を簡単に説明しておきたいさ

ア，屯気通信事業の慨況

メキシコでは地話（市内、市外、国際）を巡僻するのはメキシコ電話会社(Telefonode Me,ico,T 

枷 exと略称）であL TpInIexは国爵命業であり、政府が株式の51%を保有している。また，そ

の他の氾気通1けすなわちテレックス、国内国1深鉗伯、データ通狐禅上無線、マイクロウェープ、

椅濯鄭謬；は、通1,i辿翰省 (Sccrclariflde Comunicaciones y Transporles、以下SCTと略す）が

これらを述党している。

虚詰に1見していえば、軍話局が全国で973/9Uあり、 i揺話機の将及は約665万台であるな現在n本で

は一般）J11人話がおよそ4,000万台に述するので，メキシコはその 3分の 1程炭ということになる。

デ-ター通倍もそれほと発逹していない。航空機座席予約システム\年1•学計尊等をおこなうクイ

ムシェアリングシステム、パケット交換サービス等が現在辿用されている程度であり、銀行11IJの為

杵交換システムや自動東登録システ＇ム等が計画されている段階であら

イ，屯気通信設備の被害

地梃により通信述輸省 (SCT)の建物は、 5階から10階の上部が完全に崩壊し、鎚気通信総局

のタワーも15階にあるバッテリーが転倒、ショートして発火したc しかし火災は約 1時間後に組火

され、パッテリーは2-3時間で新しいものに交換された。したがって一時不通となったテレック

スも勺当日中に再開されている。

一方、サンファン地区にある Telmexの市外局の建物はかなりの被害を受けた。交換機やマイク

ロ中継設備にはそれほどの被害はなかったが、局内の伝送路設備の架が転倒・傾斜したため、伝送

路設備のほとんどが倒れてし立った。このため全国の市外通話および国際通話は全く杜絶してしま

った。

これに対して Telmexの市内局はそれほどの被害を受けなかった。したがって地震発生後間もな

く通話は可能であった模様である。ただし輻戟による機能障害のため、ところによってはかなりの

期間通話が困難であったと言われている。

被害を受けた国際通話は、約3週間後の10月12日から再開された“この間メキシコ在留邦人等は、

もっぱらテレックスを利用し日本と連絡をはかったわけである。また市外通話は 2週間後に 1局と

そ通したが、復18のテンポは遅く、 11月初めで40-50％程度の回復をみたに止っている。全面的に
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復旧するまでには、おそらく 8か月程度を要する見込みである。このような市外通話の障碍から、

メキシコ市内に移住してきた莫大な人口に及ぷ地方出身者は、郷里とほとんど連絡をとることが出

来なかった。そのため次ぎに述べるようなテレビ、ラジオによる安否情報の放送は、メキシコ市民

と地方居住者との連絡をたすける上でも歓迎されたといわれている。

なおTelmexでは、今回の災害体験にかんがみ、市外通話の危険を分散するため市内に4-5局

程度の市外通話局を建設し、それらをマイクロ無線と相互に結ぶ新しい通信網を計画している、と

のことである。

(Z) 安否情報の放送

今回の地裟に際しての災害放送では、とくに注目されたのが安否情報の放送であった。したがって

ここでは、メキシコの放送事梢と災害放送についてごく簡単に述べたあと、安否放送の経違を中心に

述べることにする。

ア． メキシコの放送事梢

メキシコのラジオ放送の歴史は古い。それは我が国におけるラジオ放送の開始よりも 1年昂く、

19訊年に始まっている。またテレビ放送も、我が国に先立ち、 1950年に開始された。

その後色々な経緯を経て、現在ラジオ局は中i臭短波， FM局およびこれらの兼営局を合わせて

全国で約400局があり、さらに出力 lkw未満のミニ局を加えると約650局に及んでいる。これらの

ほとんどは商菜放送局であるが、一部には国大学，研究機関等が管理・巡営する教有・教狡局も

若干存在する。

・ピは統合されて現在国営のlMEVISION(lnstitutoMexico de Television)と、民営のTELEVIS

A(Television Soci叫adAnonima)の二大ネットワークがその運営に当っている。前者は 3つのチャ

ンネルを保有し、合計でテレピには7つのチャンネルがある。ラジオ・テレビの受信機の普及状況

に関しては、ラジオが!,715万台 (1975),

イ、地裳報道と安否放送

（ア）

テレビは548万台 (1977) という古い統計がある。その

後約10年間の伸ぴはおそらく相当なものがあったに追いないが、詳細は不明である。

IMEVISIONの場合

当日午前7時］9分に地裳発生と同時にテレビ放送は中断された。しかし自家発軍により 1分後

には再び放送を維続することができた。ところがアナウンサーは、状況が判らないために、それ

ほどの地裟ではないらしいということを繰返えすだけであった。

午前8時頃からは取材記者からの術報が少しずつ入りはじめ、また一般市民からの通報も行わ

れたので、少しずつ被害梢報や交通情報が報道されたD しかし詳細はなかなか把握されなかった

ために、 9時頃までは国民にはっきりしたことが何も伝えられなかった、と言われている。

一方、市民からの通報や依頼により、かなり早い時点から個人の安否に関する情報の放送がお

I 

;~ 

~
9
~
~
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こなわれた。これらの市民による通報傘連絡はテレフォン，七ンクーで受付けたが、その7本の

専用電話で受付けた通報は、当日午前中だけで約1,000件に及んだという。

また午後になってアマチュア無線家に状況を報告して欲しいという呼びかけをおこなったとこ

ろ、全国各地の状況がアマ無線を通じて知らされることになったが、これと同時に個人情報の述

絡とその放送方依頼も多数受けることになった。その結果、電話による通報もふくめて一日2,00

0件を越えるおびただしい数の個人情報が局に集中した。そしてアナウンサ“ーは終日これらの個

人情報を次ぎ次ぎに読み上げることに終始したわけである。

このような状況が両三日続いてからコンピュ-クーの導入が検討された。そしてコンビュータ

ーを利用した個人情報の処理と、その放送の体制が整ったのは 1週間後のことである。すなわち

12人ずつ 3交替のスタッフが電話による受け付けと、情報内容の一次的な整理をおこなってから、

これらをコンビュ-ターヘ入力するという作業に当たった岱梢報内容は 3日目頃から個人の安否

情報のほかに、「食料が足らない」等の物資の欠乏状態やこれに対する供給状況に関する情報が次

第に増え始めた。そこで情報内容の整理としては、まず安否情報と生活情報の分類ということが

あった，そして安否梢報はコンピュヤ＂＂，夕， 9～により州狐姓名のアルファベット順等が処理され｀

そのアウトプットは別添行料のようなフォーマットをとっている。フォーマットでは1項目ごと

に5行で次のような内容の梢報を示している“

①姓名

② 現在どういう状態にあるのか（無事、行方不明等）

③ どこでそのようになったのか。

④ 現在どこにいるか。

⑤ その他

放送ではこのアウトプットに従い安否情報を報道したが、ただし、アナウンサーはこれを棒読

みにしたわけではなかった。アウトプットされた機械の言葉は被災者にとって冷た過ぎるように

思われるので、アナウンサーはこれを人間の言業に言い直して放送したというのが局側による説

明である0

またIMEVIS!ONは前述のように 3つのチャンネルを保有するが、そのうち13チャンネルはN

HKの総合に当り、 7チャンネルは教脊テレピである。いずれも全国放送であり、地裳直後はい

ずれも安否情報の放送をおこなったが、やがて13チャンネルは被害状況等の地誕関逃ニュースが

中心となり、 7チャンネルが個人の安否情報の放送を流し続けるという役割を分担した。さらに

lMEVlS!ONの今lつのチャンネルである22チャンネルは、前者が全国放送であるのに対し、メ

キシコ市を中心とする地域向け放送である。個人の安否情報は先きにも述べたように州別に分類

されているので、全国放送とメキシコ市向け放送では当然その点への配慰もあったといわれてい

るも

これらの安否情報は SEGU!MOSJUNTOS (「ー諸に続けましょう」）という番組名で放送さ

れたが、はじめの1週間は 1日当り20時間放送されたという。ちなみに13チャンネルの放送時間
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は通常午前1:00から翌朝1:00まで延ぺ18時間である。したがって最初の 1週間は｀放送時間を延

長して安否情報を流がし続けたということになる。そして 1週間後から次の2週間は I8 9時間

放送し、市民からの通報の減少にともない、その後は 1日に約30分に放送時間も短縮された。そ

して地紺発生後37日を経た10月25日に、この番組は終了した。この間取り扱った安否悟報の数は

約8万件といわれ、あるいは約10万件とも言われている。

なお安否情報の放送に際しては、初めの2日間は予定された番組のスポンサーを全く無視して，

番組を差し換えてしまった。しかしその後はスポンサーの了解を得たり、あるいはスポンサーの

つかない番組の時間帝をあけてこの放送をおこなっている。また安否情報が連日繰返されるうち

に、この番組に対して新たなスポンサーがつくということもあっ

また前述の安否梢報に関するコンピュし～ター、アウトプットは、放送後局舎の外の掲示板に貼

り出したり、あるいは2日節にまとめて、これを市役所、赤十字、軍話サーピス等に廻送して利

用に供したりしなさらにはTELEVISAや全国紙のSolde Mexico(「メキシコの太陽」）にも送

付し、報迫の使に供した, TELEVISAはこれの放送をおこなったというし、「メキシコの太股」

紙では、各州別の安什i,Iii報をそれぞれの支J,.）で分けて紙面に掲載したということである。日は＇！は

ライパル関係にあるテレビや新間の各社が｀緊忽事態であるとはいえこのような協力関係の実を

あげることができたとすれば、それはまことに注目に値することのように思われる。

（イ） TELEVISAの場合

地炭により IMEVSIONは建造物のi祖妾被府はほとんどなかったのに対し, TELEVISAは中心

の扁舎が全壊し、放送局いに犠性者も出た。このため放送は、地震後しばらくの間は全く中断さ

れ文しまった。しかしTELEVISAは市内局のほかに郊外にも放送局をもつ 2局制をとっていた

ため、その日の昼頃から郊外の放送局を使って放送を再il}）した¢

そしてTELEVISAはその促有している 4つのうち 1チャンネルを利用して℃個人梢報を放送

した。取扱った個人梢報は総数でおよそ1万件といわれているが、ただしその放送の仕方は必ず

しも !MEVISONのようにシステマティックなものではなく、たまたま通報されて来た情報を次

ぎ次ぎに流すという放送の仕方であった模様であるも

また国民の視聴状況も、むしろ !MEVISION17)13チャンネ）いや7チャンネルに集中し、TELEV!

SAにスウィッチ、オンした人々は少数であったということも伝えられている。

（ウ） ラジオの場合

多くのラジオ局も個人情報を放送した。なかにはその他の放送を全くやらないで、ひたすら個

人情報ぱかり流がし続けたラジオ局もあったと伝えられている0

また地裳後は、テレビよりもむしろラジオの方亥より多くの聴取者が利用し、したがって個人

の安否情報の周知において、ラジオの役割りの方がむ、しろ大きかったというような説もあるくら

いである。これらの効果の比較を実証することは困難だが、ラジオの軽便性という点からすれば、
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被災者にとィジてそれが利用しやすいメディアであったということも、十分に想像できるところで

あろう。

またラジオは個人の安否情報ばかりでなく生活情報を放送したことから、救援物賢がラジオ屈

に届けられ、それを局貝等が現地への輸送を手助けするなど、ラジオ局があたかもポランティア・

七ンクーとして機能していた例もあった、ということがNH K山本記者によって報告されている<

（エ） まとめ

一般に災霜報道は被寓が最も激甚であった箇所に躯中し、これを大きくクローズ・アップする

傾向がある。そのため災嗚の全体像を行々にして見失うことにもなり易い。今同のメキシコ地震

(/）戟道においても、テレビ等の報阻にはそのような偏りが見られたようである。メキシコ・シテ

イ内の倒禎したビ）いの惨状をクローズアップし、あるいはビルに埋れた被災秤0)救出状況を繰返

し放送したことから、当初はメキシコ市がほとんど令滅状態になったのではないかという印象を、

仝11国の人びとに・りえてしまったように息われる。この点に関しては、 IMEVJSJON当J99)におい

ても反省があり、或る時点からテレビ報追の偏＇）に気付き、これを改めて tl1来るだけ多角的に地

姦災：りの報迎をおこなうよう努力したということが、当局者からも述ぺられた。

ただし放送J,.）はメキシコ市にしかなく、地力の状況を取材・報道する際の拠点ともなるぺき支

屈がなか以：ことから、放送は結屈のところメキシコ市の被咽状況を報道することに偏ってしま

った。そのため他地域ではしほとんど披，ドが発生しなかったかのような印象を人ぴとに与えたき

らいがないわけでもない。

このようなテレビ報迎の問題はあるにせよ、突然の大災布により恐怖と不安のどん底に突き裕

された市民たちの人心を安定させる点において、放送の果たした役割りは決して小さくなかった

ということが、多くの人ぴとによって指摘されている0 それは、ひとつには大統領が地捉直後に

テレビを通じて国民に匝接呼びかけ｀災害に遭遇した国民を勇気づけたということがあった。そ

して今ひとつには¥テレピ・ラジオが安否梢報の放送に精力的な努力を傾注したということがあ

ったからである。

安否伯報に関しては、災魯状況においてはラジオの利用度が高いはずであり、したがってテレ

ビよりもむしろラジオ放送に煎点を骰くぺきではなかったか、という意見も一部にはある。また

厖大な件数の個人情報を流しながら、それによって家族や知人の消息を知り得た市民は果たして

どれだけいたであろうかと、安否梢報の有効性に疑問を投げかけ、安否情報の放送は報道側の自

己満足ではなかったかというような、きわめてきびしい評価を下だす意見も、少数ながら一部に

あったことは否定できない。しかしこの種の安否梢報は、それ自体の有効性はともかくとして、

放送局がこのような靱道に献身している事実を示すことが市民に或る信頻感と安堵を与えるもの

であり、その意味では安否梢報は一種の安心梢報としての機能をもつものであふしたがって総

体としてみるならば、テレビが長期間にわたって安否術報の報磁に努力したということは、結果

的には人心安定の効果があったという評価を与えても差支えないのではなかろうか。
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こうして今回のメキシコ地裳に際しての安否情報の放送は、非常に注目すべきものがあったがs

ただしそこで用いられた手法をそのままわが国の場合にも適用することには、なお色々な問題が

あると言わなければならない。わが国では新潟地霰 (1974)の際に初めて安否情報の放送がおこ

なわれ、以後宮城県沖地震や日本海中部地綻の折りにも安否情報が放送された。メキシコにおけ

る今回の安否放送は、実をいうと !MEVISIONのパプロ報道局長がNHKで研修を受けた経験も

あり、わが国の安否情報の前例についても知識をもっていたことから、これにヒントを得て実行

されたということである。

ただしわが国における安否梢報は、たとえば宮城県沖地震の場合にみられるように、個人梢報

であるよりは、むしろ「00幼稚園の園児は全貝無事です」というように、組織単位の安全情報
が過半数を占めていた。その点は、今後もおそらく同様の方式がとられることになるのではない

だろうか。つまりメキシコにおけるように、おぴただしい数の個人情報を放送することは不可能

であり、しかもそれを 1ヶ月以上もかけて放送するといことは、わが国ではおそらく不適当であ

るとも思われる。したがって紐織や地域を単位とすするような情報（たとえば「00小学校の児
煎は学校で全貝無事に保護されている」「00地区は火災を免がれ、住民は全員無事である」等
というような情報）をそれほど時間をかけないで放送することに、むしろ重点を置くことを考え

るべきであろう。このような放送を実行する際にも、信頼できる情報をどのようにして収集する

か、住民側の自発的な情報提供をまつのか、それとも放送局側の取材によるか、あるいは行政が

こうした情報の収集と整理に当たるのか、今後に検討すべき課題はまだまだ決して少くない。い

ずれにしても安否情報は、人心安定の効果をもつ点で十分に考慮に値するものである。今回のメ

キシコ地震の事例を参考にしながら、わが国でも災害対策の一現として、安否情報の収梨・整埋・

報道のシステムをきめ細かく検討することが必要であるように思われる。
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6.メキシコ地麓による市民生活への影響
（財）未来工学研究所研究貝 田中 淳

今回のメキシコ地震は、市民生活にどのような影響を与え、そして住民はどのような対応をとったの

であろうか、面接閥究の結果では，一方で住宅が被災し長期のテント生活を余低なくされたり、水不足

に悩む市民の姿が浮きぼりにされたが、他方では地編の影態をはとんど感じさせない例も多々見られた。

今回の地震が、「0か］ 00の災害」と云われる由縁であり、それだけに全体としての傾向を把みにく

い災岩という印象が強い。ここでは、日系人を対象に実施したアンケート調査の結果を紹介し、マクロ

の視点から地裳による市民生活への影押をみていくことにしたいも静岡県地震対策諜及ぴ莱京大学新間

研究所岡部脱三教授の協力、指麻のもとに、（財）未来工学研究所が行った。

(1) 調査の方法の概要

① iJ泣対象者

メキシコ市在住の日系人240名を対象とした。選定方法は、「畠都日系人住所録」（日掛協会、 198

5年版）に基づき、無作為抽出した¢

②方法

邸送法、なお、回収先は、日閲協会の協力を得て当協会宛としたも調査期間は、昭和60年11月5

日から11月18日までとしたが、メキシコ市内の郵便事梢が悪く、配布、回収に時間を要したため、

締切りを延長した。

R 回収状況

有効回答数は57通で、回収率は23.8％であった。
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(2) 調査結呆の概要

① 回答者の属性

表1 回答者の属性 (N =57) 

①男 43 (75. 4) ②女 13(22. 8) 
竹 別

③無回答 l (1. 8) 

年 齢
lし①――30オ未満 315. 3) ④50オ代 8(14.0) 

8(1440} ：②30オ代 ⑤的オ代 L 24 (42. l) 
（平均52オ）
鴻40オ代

-n…「・・ • TfP9 mn~干 1如~’'如『人……__,__ふ……··……『 n干’"nfヽ'"nnn 干'n 『 n9r「rr~,Tn-~9n…·「「…""

⑥無回答以上11 (19. 3) 3 (5. 3) 

在黒年数 I l i I ①②2200年年未以上満30年未満 1 i l 89((．1145,,08) ) ④ 0年以上50年未満 8(14暑0)
ー~

⑤50年以上 26 (45. 6) 
（平均39年Ill!)I 

！ ③30年以」A0年未11月 l 5 (8會8) ⑦無1且1答 !(1.8) 

①fii;i・裳 27 (47、4) ④主婦 9 (1 5. 8) 
1肱 菜

②勤め人 8) ⑤学 4:“ 2(3.5) 
(M Ai 

③ l 山・労働名• 2(3. 5) Rその他 7 (12. 3) 

（注）数字は囲答者薮、（ ）救字は％

回答者の平均像は、メキシコに住み始めてから40年紆つ、 50歳の男性である（表］参照） l,1111：年数

が荻く、充分にメキシコ(/))風土に馴染んだ人々であるといえようP なお、 60歳以上の回答者が4割を

超ている点が特徴的である。これは、在娼邦人が翡齢化していることと、アンケートを日本語で実施

したため、比較的日本語の述者な嵩齢者に回答が多かったためと芳えられる0

戯党についてみると表 lに示したように、自常業が5割近くを占め、次いで勤め人が23%、主畑

が16％の順となっている。高齢者の回答が多かったが、無裁は1、1％に留まっている。

(Z) 地ばを発生時の行動

まず、地姦発生当時にどこにいたかについてみると、地災発生が朝の7時18分と早かったため、

9割以上の人が自宅にいた（注1)。次いで、揺れている最中の行動について示したのが表2である。

4人に 3人が「じっと様子をみていた」としている。次いで2割弱の人が「柱などしっかりしたも

のにつかまった」としており、揺れの激しさをうかがいしることができるむこれに対して、「子供，

老人等を保設した」人や「火を消した」人は 1割強と、積極的な対応行動をとった人は多くない。

日本においては、「地震が起きたら火の始末」という対応原則が没透しており、表3に示した様に

火を使っていた人の約9割が火を梢している。今回の地震当時に火を使用していた人の割合が明ら

かでないため、比較は難かしいが1ii:2)、今回の地姦発生が朝食時間哨であったことを考えると、

日本に比べて火の始木字は低いと言えよう。
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表2 揺れている最中の対応行動 (MA) (N =57) 

間 2` 地災が発生し、揺れている最中あなたはどうしましたか。次のも

のであてはまるものすぺてに〇印を付けてください。
回答者款(%)

①じっと様子を見ていた 42 (73、7)

②外に飛び出した。 6(10. 5) 

③子供老人等を採，i要した 6(10. 5) 

①柱などしっかりした物につかまった 10(l7、5)

⑤家共等を押さえていた 2(3. 5) 

⑥火を消した 8(14, 0) 

①その他 (!11本的に ） 1 (1. 8) 

無 匝 答 2(3重5)

また．メキシコでは建物の構造上、地点が起きると外にJltぴでる人が多いとの話もあった。しか

し石表 2にぷしたように、「外に飛び出した」人は 1割と必ずしも邸くなかった。ちなみに、「1978

年1.）国大島近海の地ぬ」の際、 1)国地城て11％の人が「とっさに外にとぴ出した」としている（注3)召

対象が日系人であったため、こういった対応行動は類似していたのかもしれない。

(ii;l)この他、自宅以外の建物、）l(内、勤務先並びにゴルフ場が各 1名ずついた。地姦時の対応は、

全員「じっと様子を見ていた」としている。

(il'2)かりに日本同様の梢火率と仮定すれは地媒当時火を使っていた人は15~6 ％となる。

（注3)「都市の防災体制の信頼性・有効性に関する研究J昭和54年5月（財）未来工学研究所49頁

表3. 日本における地霰時の消火率

(N =57) 

地 ，，，、.,.・,l1 調査実施槻 I閾 I火の使用率(※ 1) 火の始末率(※2)
自治省 99 ●庁 30.6 75. 6(97. 5) 

秋田市梢防本部 43.3 - (97.3) 

日本海 男廊地区梢防 39. 7 

I 

- (95.8) 

86. 5(92. 0) 

中 部 青森地域広域梢防 41. 8 94. 6(97. 4) 

青森下部北地域行政事務務糾合 3& o - (91.0) 

浦河神 国 土 1,J・. 他i 60. 4 87. 6(99. 7) 

宮城県沖 仙 台 市 26. 6 90.0(-) 

I杞iAi滋為 未来工学研究所I 42. 2 91.0(-) 
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l 
※］．自宅にいた人のうち、自宅で火を使ってい

た率

※2^ 揺れている最中に火の始末をした率。カッコ内は揺れが収まった直後を含め、火の始

末をした率。（出典）「日本海中部地震の総合的調
査報告書」昭和59年7月（財）未来工学研

究所 昭和58年度 国土庁委託調査

③
 

では、住宅に余り大きな被害を受けなかった様で
ある

グ 。図-19に示したように、「建物に大きな被

害を受け、住めなくなった」家は 1軒もなく、「
壁等にひび

しかし、日系人の間

住宅の被害

住宅の被害の有無は、その！知の生活の水準に最も
大きく影響を与えている。

題はない」家が1割あったものの、

が入ったり、家具が壊れる等の被害は受けたが、
住むのに問

8割の家が「ほとんど被

轡はなかった」としている。これは、今回の地裳
被害が地盤

の悪い一部地域に集中しており、日系人はもとも
と被害記中

地区に余り住んでいなかったためである（注4)。
また、今回

は中肘ピルの被客が多いといわれているが、回答者
の中で、

10階建以上の建物に住んでいたのは 1人、 5~9階
建てが3

人と合わせて？ ％に留まり、 l~2階建てが3割を占
めてい

た。

拉宵なし

82.4% 

このように、被害が小さかったことから、地裳後
の移転希

望は極めて少ないヵ「是非とも移りたい」と したのは、多少の被害を受けた 2軒に限られており、

「機会があれば移りたい」という 1軒を合わせても、
3軒(6%）にすぎない。

（注4) 睛協会の調べでも、住宅の被害で避難したのは
3-4世帯であった令

④
 
地襲による生活への影響

図~而 l9

、屯

百
．
％
泣

0

大

住宅の被害

日系人の間では、地誤による直接被害は比較的軽か
ったものの、 ライフライン槻能低下等により、

市民生活は種々の影響を受けているも

まず、直後に困ったことについて、複数回答の結
果を表4に示したが、 49％の人が砥気を、“%

の人が水を、 42％の人が電話を、そして33％の人が交
通渋滞をあげてい'〇。上位を占めているのは、

いずれもライフライン機能の低下であり（注5)今回
の地霰からも、災害後の生活確保においてライ

フライン機能の確保に対する要望が商いことがわか
る
。これに対して、食料や衣服、寝具に困った

人はおらず、先の住宅被害が軽かったことと合わせ
、最低限の生活は確保されていたといえよう。

ーも！ー



4、地震の直後に困ったこと (MA) (N-57) 

問りでは、今回の地震の直後、 l村ったことはありましたか。次の中で 1I 
回答者数（％）

あなたが困ったことすべてに〇印をつけてくださいD

①水 25(.¥3. 9) 

②虚気 28(49令 1)

Rガス 1(1.8) 

④砲話 24(42冨1)

⑤食料 I 0(-) 
⑤衣服・寝具 I 0( ） 
⑦ガソリン '2(3. 5) 

⑧交通渋滞
， 
19(33. 3) 

⑨パスや地下鉄などの視乱 702. 3) 

無 回 答 13 (22. 8) 

次に、その後の生活で困ったことについて、表 5にやはり投数回答の結屎を示した。 26％の人が

「治安上の不安」を、 19％の人が「家族との連絡」を、 18％の人が「衡生・防疫上の不安」をあげ

ていかいずれも比率は低く、また無回答が51％と高いことから、大きな混乱を免がれた様である。

治安や衛生が、地震後に限立って低下したとの事実はlltlいていないが（注6)、不安要因として見逃

がせない。これに対し、実際に問題となったのは、市外露話及び国際鼈話の途絶に起因する情報連

絡であったと言えよう。

儘 5) 今回の地震では、ガスに困ったという人は少なかった。メキシコではプロバンガスを各戸

で用いていたためである令

（注6) 「水を10分沸かして飲む様に」といった指示や服チフスの予防注射を実施する等の対策はと

られていた。

表5、その後の生活で困ったこと (N=57) 

間10.その後の生活で、あなたはどのようなことに困りましたか。
回答者数（％）

次の中であなたが困ったことすべてに〇印をつけてくださいく
" 

①家庭との連絡 11 (19. 3) 

②貯金引き出しや為替業務などの遅れ 3(5. 3) 

③行政サービスのとどこおり 7(12. 3) 

④衛生、防疫上の不安 !O(l'（し5)

⑤住宅問題 0(-) 

⑥治安上の不安 15 (26. 3) 
~ ~ ~ ~ 

無 回 答 29(50. 9) 
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⑤ 梢報連絡

前章で紹介した「安否放送」にみられる通り、今回の地震では電話機能の低下を背鋲に、家族や

知人の安否確認を求める情報連絡には、大きな支障があった様である。しかし、日系人の居住地区

は被咽が小さく、また早朝で自宅にいた人が多かったことから、「地裟後消息が分からず心配したI

家族がいたとした人は、全部で 5人 (I割弱）であったむ ii韮息がつかめたのは，無回答の 1人を除

く4人が「1じ話が通じて」としており、メキシコ市内に限っては梢報連絡にそう困っていない。こ

れは、図-20に示した様に、幸い市内通話が早い時点から機能をしていたためであろう“

一方 h 市内通話及び国際通話が途絶したため、艮距離の雀

語連絡には大きな支障が出た，．今回の調査では、日本にいる

親戚≪矧人との連絡について紛ねたが、 6割近く（無桓1答を

除く 7割近く）が「すぐ連絡を取ろうと」している。それら

の人が弓）應絡がとれる立でに＇災した ri数を表6にかしたが`

約半数の人が「地店後］週1/11以上かかヽ ：＇にとしており、な

かなか辿絡がつかなかったことがわかる。他）i、「地炭悛2

~ 3日11!l」で連絡がとれたという人も 5割強いた。これは、

・ナレ・｝ク公が！i1期に回復したため｀国1的料枷和の手段として{l:

民に提供したためであふこのため、表 7に示した様に、全

期間を通じて巡絡手段の中で「テレックスを使って」という

図ー20 市内電話の疎通状況

よだ不通

＂％ 

すぐ通じた

43、9%

人が最も多く、約5鶴「大使館や会社等を通じて」という回答も結果的にはテレ，クスと考えら

れ、これを含めると 6割に逹する。このほか、「手紙で」が3割、「友人` クII人を介して」 (it7) 

が2割となっている。しかし、結局磁話が通じるまで連絡のつかなか 0ッた人が15％いた点も汀目さ

れる（注8)。

（注7)一時焔国者に頼んだり、航空会社に委北した例があったら

（注8)粛話が通じてとした 8人のうち 5人 (15%）が軍話のみに回答＜

表6、日本との連絡に要した日数 (N=33J 

$ Q J．辿絡が取れるまでどれ位かかりましたか。 回答者数（％）

①地店当日中 ！ 2(6.1) 
②地震2~3日後 17(51重5)

③地紺後1週lIIJ以上かかった 15(45, 5) 

R現在まだ述絡がとれない O(-) 
p▼← 

無 Ihl 答 O(-) 
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表7、日本との連絡手段 (N=33) 

SQ 2.ではどのようにして連絡は取れましたか。 回答者数（％）

①電話が通じて 8(24.2) 

②テレックスを使，，て 16(48.5) 

③大使館や会社令料を通じて ， 4(12.1) 

④友人知人を介して
L 
7(21.2) 

⑤手紙で /” 

9(27.3) 

⑤その他［具体的に： ) ！ I(3. 0) 
熊 回 笞 0(-) 

（の地裳後の流ri

1胆l東大地店（大正12年｝を始めとして、地裟後に流百の発生したケースは多いも

も，伊豆大島近海の地公足の院に、「余媒情報騒ぎ」かあったことは記憶に新しい，，今回のメキシ

地震でも、幾つかの流打が発生したようであるさ「またすぐに大きな地旋がくる」締といった噂

聞いた人は6割以上（無回答を除く 4人に3人）にのぼっている。このうち、報告のあった24件i

ついて、似1-21に流酋のパターン別件数を示した位流酋の発生払盤は、地謀による不安があるため，•

地森のIり来を予言するものが多い，今同報告のあった24件も、すぺて「再来予言型」であった（注飢

この中で、彼も流布していたのは、「12月12日に大地旋がくる」というものであったが、アンケ-

トでも、そのままの表現で4件、「12月」、「3ヶ月以内jという変型を合わせると11件と、半数`

くを占めていか 12月12日が宗教上の重嬰な日であるメキシコ人の間では、かなり流布したこと1

想像に難くない（注10)。このほかにも，種々の変換が加えられているが、「建物に貯ったガスが1

発する」という流酋は、地裳の 1年前にメキシコで発生した大規模なガス賑発の記槌と結びつい

いるものと考えられ、いかにも流雷らしい性格を持っている。しかし、建物内のガス配管が地震

壊われている可能性もあり、必ずしも訳ちとはいえない。この点も極めて流雷らしい性格と言え

ぅD このように、今回の地媒では幾つかの流酋が発生しものの｀余り実害はなかった様であふ

（注9)アンケートの説明例が、「再来予言型」であったことの影罰も考えられる。

（注10)メキシコ市以外でも、「12月12日再来説」は流布しており、今回の調査では

も言われていた。
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図ー21 流言バターン別件数

〔再誓V『9ー[̀:] 
（付加型〕

20件

（例）近日中に大きな地震がくる

流

言

（特定型）

・日時： 12月12fl (4件）

12月 (4件）

＊期間： 3ヶ月以内` 2週問以内 (3件）

・数； ？回、 4~ 5回 (3件）
（弛化型J
・被害：人間が住めなくなる程 (1件）

（展開型）

・地域：世界中で (2件）

・災害；火山噴火、力＾ス爆発 (3件）

〔根拠型］

｀人： A先生が（今回なし）

＊原因：地骰が鰍うまで (3件）

（その他〕 A機関は地加の発生を知っていたので、公表しない

（今回なし） llという対策が実施される

(3) まとめ

以上、 6項目に分けて，アンケート結呆を紹介してきた。災約すれば、住宅被害等の直接被布は小

さかったものの｀ライフライン機能の低下に伴う生活への支隙が見られた。とりわけ，国際砥話の途

絶の影符は大きかったと言えよう。また、地震後の不安は大きく、実布はなかったものの治安面やi附

生副への心配、あるいは [12月1窪地裳再来説」に代表される流言の流布に不安の大きさを見ること

ができよう。

ざて、以上の結果をもって、メキシコ地裟による市民生活への影押の全体的印象を形成するにはl!IJ

題があるといわざるを得ない¢今回(/)アンケート調査は日系人という特定の梨I'!]を対象としており、

また日系人は比較的被舎の軽かった地区に集中していたからである。以上の制約を踏まえ、あえて諜

題を摘出すれば、地震後の市民生活を確保するうえで、ライ 7ライン機能の重点性、なかんづく今回

の地震で特徴的だった情報連絡手段の確保の重疾性であるりこの点に関しては、日本の防災行政で繰

り返し述べられてきたことではあるか、近年通信が大規模に途絶する事應がなか＂ただけに予想さ

れる東海地震に備え、今回の放送やテレックスによる訛話機能の代替を参考とすることが求められよ

9。
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7.メキシコ地震からの教訓

メキシコ地袋の被災現場を詳細に調査し、被災関係者等から聴取した中から、今後本県が進める束海

地裳対策を万全なものとするための教訓を書きとめる。

(1) 地震に対する事前の教育、広報、訓練の徹底

メキシコにおいては、地震に対する事前の啓蒙活動や準備が全く行われてはいない。メキシコを襲

った地震は、過去75年間のうち 9回もあり、そのうちメキシコ市では、 1957年に今回とほぼ同規模の

被害を受けているが、これらの経験は、活かされていない。

地姦発生時、室の中にいた時どうすればよいか、ということについて考えたことがないと答えてい

る住民が多いことや、 ,911練を実施したことが全くないこと等から拙測される。

咄邸の打動について、，阻純の秘み重ねにより効果があることは指摘される事実であり、今回の地震

についても多数の死悩者が出たことは、教fぶ訓練の必要性を強く感じたe

(Z) 建築物等の安全確保

メキシコ市において、披宵を受けた建築物と、受けなかった建築物が隣り合わせていたのが非’常に

印象的である。その後の余店によって、調査l;flがiti泊したホテルの内装が浴ちて肝を冷やし、路下物

の恐ろしさを身をもって体験したc

本県の楊合、東海地祝によりビルがメキシコのように倒壊するとは考えられないが、ガラスの飛散

や上空からの落下物の危険は伺じである。そのため公道に面したビルの窓ガラス、外壁、アーケード、

広告物、吊り下げ物などの裕下物などの落下物防止対策については、引き続き推進していく必要があ

る。なお60年度から建設省が実施している落下物調査については、県市町村も協力して、個別、面談

調査方法をとっているので、 1冊1々に指祁していくことが可能である。

また被災した建染物の耐裳診断方法については、人居者の安全と被災後の居住区を早急に確保する

ため、木造建築物も含め早急に基iifl化をしておくべきものである。

崩壊建物等の瓦礫の処理場所については、メキシコ市においては，周辺の沼地や山地の河川敷等を

あてている。本県においては、それぞれの市町村地域防災計画で処理場所の確保を定めているが、結

果として住民感梢から決めにくい。

しかし、東海地震が発生した場合通常時の 5-10年分の枇が発生すると予測され、具体的なレイア

ウトを考盛して必ず定められるべきものである。

なお、今回の調査項目から除外した建築物の構造、強度等耐繰性の確保に関する技術的事項につい

ては、現在技術協力で派遣されている国の技術熊団の結果報告等に待つこととしたい。
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(3) ボランティアの育成

メキシコ地震におけるポランティアの活動には見るぺきものが非＇常に多い巧地震発生のニュースが

報ぜられるとともに、フランス、スイス、アメリカ、西ドイツ等各国から特殊な技術を持つグ）レープ

が人命救助にあたり、更に、その背後にはデラマドリ大統領が発動した「DN計画m」（国民の緊急
動員を求める）により集まった5-6万人のポランティアがサポートしたむ

救助括動も日時の拙移と共に対象が医療、食料配給、交迎整理等の各任務に変りボランティアも自

国の若者に変っていった。

メキシコ人の人梢で項父々は兄弟のために働く t のだとして、梨まった人の梢成は、大学、高校生

が多い，しかし、これらは自然発生的に出来たものでなく，メキシコの大学においては在学中に 6ケ

月のポランティア教ffがカリキュラムに人っていること、またit少年のスボーツクラプで本来(l)目的

以外に自動車の遥肱、アマチア無線等の技術を教行し、非常災古時に役立たせていることなど日頃の

教育の効果が現われたものである。

メキシコの教脊は実用的な面に瓜点がittかれているため，こうした技術教打も可能であるが、本県

としては県立高校においてl辰躯救設丈践校を中心に，救怠処骰について教育されているのが現状であ

ふしかし、大災叶；が発ILしたとき、中学生、 1貨校生は指腐者に恵まれれば、 1,t急時の戦力になるこ．

とはメキシコを見るまでもない。期称する必人に何を教行するのか、また教育に当る指＃者をどのよ

うに確條するのか、今後検討すべき問題であろうかその他恢災しない県民についても、被災した人々

を自主防災糾織単位ぐらいで救援すべき体制も必要ではなかろうか。

また、メキシコにおいて、救助犬、聡在器、グラスファイバースコープなどの扱いなれた技術を持

ったグル占ープが救援にかけつけたが、本県の場合あらかじめ特穂な技術名をリストアャプしておき~，

ポランティアとして参加してもらえるような体制も考えておくべきであろう。

(4) 安否情報のシステム化

地震発生後身内の安否を心配するのは、と’この国でも同じことである。

我が国でも新渇地災の隙、ラジオで放送された小さな個人梢報はマスコミが持つ広域性とFTL)応性の

利点を生かしつヽ宮城県沖地震、日本海中部地震へと引き継がれている。

本県においては県と市町村を氾話回線で結ぴデーター通信による情報処理を計画しでいるが、この

システムに非定型悟報をのせることにより、広い地域にわたり県に狼中できるn メキシコにおいては

特に個人の安否情報にしばられたが、学校や集浴などの大きな単位で被害がないという安全梢報の方

か効果があろう。父兄が学校へ1111い合せる如訴ゃ｀それに対応する手1il]を考えると安全梢報を主に個

人の安否梢報を従に扱うことが望ましいと考える。
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ぁ と が き

ココスプレートが北米ブレートの下にもぐり込んで起るメキシコ地震は、我が県についていわれてい

る地震発生の機構とよく似ている。 9月19日に発生したメキシコ地震の披杏状況は忙たんたるものであ

り、我々が想定する東海地震の規模ともほぼ阿じ程度であ 99たこともあって、被杏情報の収集に力を注

いだし術報が梨まるにしたがグて、初め抱いていたメキシコ市皆滅のイメージは払拭され、一部の地域

が、地震動と共紺した建物が破壊し、特に、団地に住んでいる人々をはじめ 1万人余の煎い生命は一瞬

にして失なわれてしまった事実を知った。

H本をたつまで中附米のメキシコは遠い国であり、スペイン；ifiが1化用語であるため調？tがうまく巡む

のが心n只あった。県ロスアンゼJい囁．MI:i.ijJ}（田炎之氏の案内で安芸、金森両教授とお会して地震の1打
報を梨めた翌1日、メキシコ空池に祈くと初対面のメキシコMOAの平田、中野両氏、ヤマハデメヒコの

荒井氏が我々を迎かえてくれたが、異国で考えても見なか．た暖かいもてなしにふれて非常にうれしか

った。薄枠の街をホテルに向うメキシコ神風タクシ •••9 から外を見ても、地下鉄、仏告塔、ネオンサイン、

叶！，の数、人の動きからはとても人災杏があったとは息えない。調査が進むにつれて、メキシコ市内でも

地公足が起きたことすら知らない人もあり地盤の巡いによって揺れに顕著な差があった。これは東海地

炭の静岡県が想定する地震とはかなり追っている。

今回のメキシコ地縦消査はメキシコの公的機関を訪間できないという粛II約があったため、初めから温l

引t対象に韓しなメキシコに巡出した静岡県内に本社を骰く日本楽器製造！掬の悔外特販事業部長永野

司氏にお馳いをして、ヤマハデメヒコの荒井輝四郎氏による在謁企業の協力がえられたこと、熱悔市に

本部を俯<MOA美術文化財団常務理事後藤富夫氏の招介によって勺メキシコ市に住む中南米地区本部

長平田守弘氏に調査目的とスケジュ~~）いを現地に•テレック又してくれたことなど、両氏のご尽力による

梢報収梨に助けられたところか大きいQ

不幸だったのは中悴j米トラフに起った過去の地震動の加述度記録が、メキシコ市で最大40ガルであっ

たことである。 40ガルと云えば気象庁媒I如階でN相当であり、わが国においては建築物の設計において

は格別に配載すべき値ではない。設計施工の甘さを、今回の建築物の披杏を大きくした原因とする人も

いるが、この様な棗培にあっては仕方のなかったことであろうむ我々も既成概念で防災に対応していく

と、落し穴には庄っていくことを心にとめ、防災対策のためには被害想定批をきびしく取っておかなけ

ればいけないことがメキシコ地媒でも指摘できる。

南カリフすリニア大学安芸研究室では、今回のメキシコ地震発生前から、地設の空白城（ミチaオア

カンギャップ）が存在していることに注目 1グ、当該空白の再来周期が35-60年位であることから、近い

将米地炭が発生することを予測していたもこの研究は一部メキシコ大学のアンダーソン教授、 UCLA

のプ）レーン教授も加わり NSFから｀研究費を得て充t々とその準備をはじめていたという。この研究の
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お除で低界で始めて,M8級の地裳被形を記録した功梢は評価されている。かりに東海地域並みに地翁

子知観測施設が整備され体制がとと 1l)っていたならば、前震はなかったと云うが別の前兆的異常現象を

つかめたのではないかと残念に思う。近いうちに同じ中南米トラフの南側のゲレロ空白域が活動する1l)

ではないのかと云われている。今回残った数多い教訓を生かしてゲレロ地裳に対処するとともに、トル

コ・アナトリア断層に各国が地霞予知フィールドを骰いているように開かれた地域として（東海地域に

骰かれた観測施設のテストも兼ねて置きたい）、地誕予知が可能になったとき、メキシコ地震被害は激

減すると思う。その日の近く来ることを祈って止まない。

最後に、現地で活躍されている尾谷純夫、中野平三郎、塩川敬信氏らには、訪問先との調整、通訳、

風俗、習間の解説など、ご協力を頂いたa 紙面を借りて感謝します。

（井野盛夫）
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メキシコ地震調査雑感

静岡新聞太田揆也

調査から帰ってまもなく新聞紙上に5回にわたって「検証M8.lメキシコ地霰県調査団に同行して」を

連載した。①都市の建物被害 ②家を失った人々 ③ボランティアの活躍 ④安否惰報 ⑤山あいの村、

5編で、瞥き足りなかった部分もあった、と反省しているが、現地で1iflいたこと、見たことを忠実に追っ

たつもりだ。

下田支局に在任中、伊豆大島近海地捉を体験、取材を通して刈地裳とは、とある程度分っているつもり

だが、現地に足を踏み入れてみて「これが大規模地震なのか」と改めて思い知らされた。まさに｀百聞は

一見にしかず、の感があり、体験、見lif]こそが最大の教訓であると実感した。その窓味で地震の被災地に

調査団を派造することに大きな意義があり、連載記事の中でも地震の様子もできる限り生々しく伝えたい

と努力した。

述載の中でも1,・｝：いたが、今回のメキシコ地炭は予想される東海地震と同じメカニズムで、そして同規梃

の発生だった。しかし、メキシコの持つ都市構造、地盤から本県の場合には被害を異にしていた。具イ本的

な分析は行動をともにした県調究lit]の報告の通りだが、一県民としてみた場合、メキシコに住む人々のポ

ランティア活動に目を見張った。わが国には自主防災会の組織があり、そのうえ消防団、自衛隊という応

援部隊もあり体制はほぼ万全。これらに屈していない人ちでも、ことある時には連帯の精神を発揮するに

ちがいない。しかし、東海地震説発表から10年目。当所に比らべて危機意識は確実に低下しているし、と

もすれば災害への備えもおざなりになりがち。メキシコの教訓を踏まえて、改めて地裳を迎え打つ住民意

識が盛り上がることを期待したい。

メキシコ地震の教訓

静岡放送映像取材部永井秀行

メキシコシテイは、高度約2,200メートルに位骰して、日本の富士山 5合目とほぼ同じ高度です。車で

街を移動中に、ガソリンの臭いが恥をつきましたが、これはガソリンの不完全燃焼が原因とか。私も、煎

さ10kgのテレピカメラを担ぎながらの移動には、息が切れました。

私達取材班が、メキシコに滞在したのは、僅か 1週間でしたが、 1帰国後取材を通して得た多くの教訓を

分析してその成果を静岡県民に問いました。

その結果、メキシコ地裳被害を日本（東海地裳）に想定して、様々な比較データを得る事が出来ました。

中でも、メキシコの一般市民や学生によるポランティアには、見るべきものがありました。これは、今回

の取材で、最も印象に残った事柄です。

地裳発生直後からボランティアが、「自然発生的に集まった」 というこの一言が、全てを語っています。

メキシコでは、学校教宥の一・瑛として、ボランティア活動を体験する機会があります。これは、小さな
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子供の頃から「自然に身についた」 もので、他人から強制されるものではない℃という事です。これを

日本と比較しますと、昨今の都会にいる疎外された隣人関係、そして受験王体の学校教育など、ボランテ

ィアを生活の一部にする事が、夢物語りのようです。

更に、最近の役所主体の防災訓練で、やや哀剣さに欠ける参加者の姿を見るにつけ、「仏造って魂入れ

ずJのたとえ通り、大切な精神的ささえを失なっている気がしてなりません。果して，東悔地紺が起き

た時に、その防災紐識が思い通りに動くのでしょうか0

メキシコ国民性が良くて、日本が悪いと言うのではありまん。日本のボランティア＝社会福祉ボランティ

ア、という図式を，さら一歩進めたあり方が、模索出来るのではないでしょうかc

最後に、私淫が滞在した短い期間に、ペソの価伯下落など、メキシコ国民の生活は地媒災布復奥と共に、

非常に厳しい時期でしたもしかし、視察団、取材班に対する親日的で1均気な国民性は、今でも好印象とし

て心に残っています。

私逹が、メキシコを去る時にも、まだ多くの人々がテント生活を余儀なくされていましたか、彼的がりl.

＜元の生泊に）£れる様に祈 i)たいと息います，

メキシコ地震のもたらしたもの

帰lir,1放送報氾部川端信正

J985年メキシコ地災は、東海地旋対策を進める私たちにとって多くの教訓を与えた災害であった。

建物の耐震基部や人々の災祁惑防災窓識は、国民性の追いもあって大きく異なるものの、死者 1万人

以上に及ぷ太災?:/l)下でのメキシコ国民の行動には、学ぷべき多く IJ)ものを含んでいた，9

まず。ポランティアのめざましい活躍である。災輿発生と共に多数の市民が被災現湯にかけつけ、ガレ

キの111を人力で取り除く作業に手を貸した。倒壊した砧物のコンクリート片を手渡しのリレーで取り除く

姿は、災料にくじけず立ち101う人々の連帯意識の強さを物語るものといえよう。防災訓練はまった＜経験

がないという人遥が、有事に際して一致団結する助け合い(/i神の鼎さがそこにあった。人口1,700万を数

え、地方からの人口流入に悩むマンモス都市のド真中でのポランティア精神の発揮は目を見張るものであ

った。私たちが同様の災害に襲われた時、はたしてどうであろうか。

そして、災嗚に立ちむかうメキシコ市民を側面からパックアップしたものに、テレビ，ラジオの力があ

＇？た。この地益で．メキシコシティの都心にあ，，たテレビ「テレビサ」は建物が倒壊し、送信塔が倒れ、倅

波した上に死者二百人を出す惨事となった。一方首都郊外の地盤の良い地幣に位置する国営テレビ「イメ

ピジョン」は軽微な被魯で梢んだ。地震時の数十抄間の停波だけで事なきを得た「イメピジョン」は本謀硲

生後2時側後から延々37日間にわたって、人々の安否を確認する：安否情報との放送を行，，たのであった。

家族の無事を確かめる人、知人の削息をたずねる人など放送局には湛話が相次いで寄せられた。この｀安

否h特臥を放送！aiは、コンピューターに入力し、自局で放送したのはもちろんのこと、ラジオ扁や行政機

閲、赤十字社などにも梢報をコピーして渡し、＼＇安否梢報、の布機的活用を図ったのであった。
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今回のメキシコ地震は、最大の被者地となった首都メキシコシティといえども、市内全域が被災地にな

たわけではなかった。「イメビジョン」は放送を通して、「わがメキシコの国土は、災害を受けなかった美

しい自然と数々の文化追産、そして人々のたくましい生活力が残されている」と訴えた。番組のディレク

ターが作詞、作曲した市が祖国、 私のふるさとこ等々の歌とメロディにのせて、メキシコの現在の姿

を映像で表現し被災者を勇気づける放送を行ったのであった。

災害放送が、とかく被害情報になりがちな中で、イメピジョンが流した S安否情報、は今後の災害放送

のありに方一石を投じたものであり、災害報逍のあり方を探究する私たちにとってきわめて興味深いもの

であった。
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l メキシコにおける過去の地震

年月日 時刻 M 震域名 紺 央 震源深さ 特記事項

1907、4.15 8. I メ キ シ コ

1928. 6. 16 7, 8 ゲ V ＂ 
1932. 6. 3 8. I ’‘ リ ス コ

1945. 6,27 13: 08 7. 0 メキ、ンコ北部 27N, lllW h ＝浅い

I 946. I. 11 04: 46 7, 1 チ ア
,, フ、 17 N, 94.5W h = l30Km 

1946. a. 11 IO: 36 7. 0 才 ア ノ 力 17.7 N, 95.2W h=  30K• 

19so. 9.29 os:32 7. 0 ，、リスコ糾l 19 N, 107 W h = 60b 

1950. 12. 14 14; 15 7. 3 オ ア ノ‘ 力 17N,97.5W h＝浅い
フェデラル地方で小被
寝

1951.12.12 01'.37 I. 0 オ ア '‘ カ 19.6 N, 94.6 W h = 100枷

195L 12. 28 09: 20 7. 4 ゲ レ‘ ロ ＂重4N, 984W ？ 

1953. 11. 17 13: 29 7、1 チアバス近泊J 13.8 N, 92 W h = 40 K11t 

1954. 4. 29 11 : 34 1.5 カリフォルニア笥 29.5N,l12,5W ？ 小被害

1 9 57、7.2 8 08 : 4 0 7, 9 ゲレロ近海 Ir N, 99W h ＝浅い
メキシコ illで死者 68,
偏者多数

l 959. 5. 2/4 19: 17 
6, 1 
才 ア~ 1 ’̀ 力 17.5N,97W ？ 死者 5,｛り若10,小被宮

1962. 5. 11 1 4 : 1 1 r.0 ，，，レロ沿岸 17 N, 99.6W h = 40 K~ 巾部で死者 4
傷者多数

1962. 5. 19 14: 58 7、2 ゲ V ロ 傷中部者死者3l1.2N, 99.SW h=  33Km 16 

1964. L 6 07:22 6, 7 ゲ V 口 i8.3N,100.4W h== IOOK第死者 30, 傷者多数

1965、8,23 l 9 : 4 6 7. 25オ ア 9ヽ ヵ 16.3 N, 95.8 W h = 28 I可死者[

1965. 12. 6 11 : 34 
7 ~ ，、リスコ沖 18.9N,l07.IW h=  37b 
7. 5 

1968. 12. 2 14: 06 
7 ~ 
7, 25 オ 7 

ノ‘ 力 16.6 N, 97. 7 W h = 40 Km 死者 4'偏者多数

I 910. 4. 29 14: 0 I 7 チアバス近海 145 N, 92,6 W h 33 Km 小被害

1973. 1.30 21 :01 7, 3 ；チョアカソ沿｝ド 18,5N,103.0W h=  43Km 死者56,偽者数 l00人

1973. 8. 28 09: 50 r、2 ペラクルス 18.3 N, 96.6 W h = 84 K• 死人秤，大60被0出余，傷者数千
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年｝J Il 時刻 M 符域名 憐 央 諾源深さ 特記 市項

I 978. 11. 29 19: 5-2 7. 8 才 ア ’‘ 力 16.1 N, 96.SW h = 49Km 艇死者央に8被，害メキシコ市と

1979. 3. 1-4 11: 07 7. 2 ゲレロ沿岸 17.8N,IOl.3W h=  49K訊 死者5,（坊者多数，メキシ
コ市とゲレルロ付近被害

1980.10.24 14: 53 7. 0 中央メキシコ 18.2 N, 98.2W h = 72Km 死者被30宮0余，中央メキシ
コに

1981.10.25 03: 22 7.4 ミチョアカン IS.ON 102.IW h = 33Km 死者3，傷者28，ミチョア’ カンとメキシコ市に被害

1982. 4. 6 19: 56 6. 5 チアバス近悔 14.3N, 92.IW h=  65Km 

1982. 6. 7 
06: 52 6. 7 

ゲレロ近海 16.6 N, 98.1 W h = 41 Km 死者
10: 59 6. 3 16.6 N, 98.4 W h = 34Km ， 

1983. I. 24 08: 17 6. 5 才 ア ’‘ 力 16.1 N, 95.2W h = 57Km 

1985. 9. 19 11 : 18 8. I ミチョアカン 18.3 N,102.5 W 調査中 加節

9屯時刻はグリニッジ傑準時 （出典：理科年表）
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2 メキシコの地震関係行政機関

(DH哺I屯計画の組織）

中央救助本部 地域救助本部

本部長0苫だ領） 名誉本部長⑪i知事）
副本部長（官房長官） 実行責圧者（軍管区司令官）

実行責任者店郡方大臣） 中央本部の委員を兼任する

21人の委員から構成される
(l囮宴没の組熾）

緊急事態 囲笙

国家・首都圏緊急 首都曲再建委員会

事懇委員会 畑 itede Reeonstruc-

如 isionNacional y f cion del Area Hetrom 
HetroPolitana de I 11 litana de la Ciudad 

Energencia I de uexico 儘寧）
地方分飲化委員会

＆面tede Descentral i 

zacion （予算企画省

旱

震災洞査委員会

再建基金管理混合委員会

＆涵leTecnico llixto 

(Ad•inistrador deI Fon 
如 deReconstruccion) 

*3 
首都圏緊急援助省庁

E.;:!:ご．1[：：f．員：A$叫 OS I」=::de II竺二；1：:
de Reconstruecio~ I Pinancieros (j嘩省） Viyienda *2 年 rgenciapara 

Auxilio de la Zona 

社会放助委員会 Ill嘴業洞整漿構 I) Jlet呵叫itana*4 
C-O•i te de Aux ii io Coordinaeion de 

Social *l 珈 leo 堕堡型I被災者再建援助管理
最高委員会むmite

国際紐委員会 」］保険疇呻 ::邸periorde l⑳ 
Comlte de Auxil io I I Coordinacion de 

Internacional暉省 Salud 償［生省~ I a la Atencion de 

市民安全予防委員会

Co•ite de Prevencion 
de Segridad Ci vii I納務省）

Da●nificadim y 

Reconstruccion de 

P<>r el Sismo *5 

*!厚生、文部、労慟、都市開発環境省＊2都市開発環境省 秘予算企画省、大蔵省

*4連邦区 朽会計検査院
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3.検証「M8.1」メキシコ地震県調査団に同行して 太田撥也

静岡新聞 60年11月12日～16日 5回

. mm6n年(1985年） 71月12日 （火曜日）
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の
江

毘

畠

の

葬

昌

姦

ゼ

酎

展
逗
め
る
一
方
、
屈
の
這

切
に
も
存
士
を
の
力
で
弧
い

ピ
ル
這
り
を
置
這
．
巴
閏
に
対
し
て

も
「
飲

m醤
醤
で
は
塁
多
ヽ

す
こ
と
に
よ
り
短
間

mの
m濾
g

10j

と
薩
Ic
号
＜
襴
笞
差

揖
し
て
い
る

し
か
し
、
県
内
の
七
3
“
は
来
這

住
咤
メ
キ
シ
n
が
目
そ
の
も
の

に
よ
る
一
次
箪
冨
だ
っ
た
の
に
対
し

て
「
H
県
で
は
岱
浴
バ
ニ
ッ
ク
な

ど

の

二

次

窟

§

心

j

（
口
唇
）
•
I
f
-
[
、
不
房
爵

つ
く
り
が
頂
そ
苔
っ
た
．
‘

（
文
ぶ
真畜
閤
目
召
色
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昭和60年 (1985年）1..... 1月13日 （水曜日）
箕争 ・狂田 照斤 醐

農

ど

名

メ

キ

シ

n市

内

a伍
這
培
交
四
点
に
は

m史

虚
え
る
青
銅
製
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
立
支
広
鳩
に
な
っ
て
い
る
。
這

蹄
の
中
央
は
木
々
が
笠
り
、
ペ
ン
チ

の
あ
る
広
い
分
懇
e．
公
園
烈
笞
】

羹
を
て
い
る
。

-
l
l

万
人
テ
ン
ト
生
活

そ
の
と
こ
そ

0
Jろ
に
置
鱈
住
宅

の
て
＜
占
爵
悉
い
る
。
そ

6

m、
中
心
印
に
江
い
ロ
ー
マ
ス
地

区
の
―
て
イ
ト
村
で
口
勤

mに
輝
菜
ガ

た
が
な
い
」
・
ガ
ル
シ
ア
さ
ん
は
不

g
苫
だ
っ
た
．

震
を
失
っ
た
り
、
倒

g
寸
開
っ

た
り
し
て
道

g
を
ほ
な
く
さ
れ
た

冒
霞
着
璽
璽

ル
シ
ア
・
バ
ス
ケ
ス
さ
ん
一
家
八
人
檎
災
名
は
五
万
人
以
上
。
市
内
を
歩

が
亭
や
出
て
い
た
．
十
八
也
可
、
約
く
と

g
aと
な
っ
た
ピ
ル
や
ば
い
た

百
人
が
こ
こ
の
仲
間
．
「
ポ
ラ
ン
テ
ア
バ
ー
ト
な
ど
が
次
々
に
回
に
飛
び

4
N
g
体
の
震
助
が
続
い
て
い
る
の
込
ん
だ
。
売
り
に
出
さ
れ
て
い
る
ピ

で
心
紐
ぃ
．
し
か
し
、
市
か
0
は
郎
ル
さ
え
あ
っ
た
．

愚
来
て
家
（
ア
バ
ー
ト
）
を

m

．
人
同
土
の
応
び
付
き
の
深
い
メ
キ

べ
、
冠
酸
だ
か
ゃ
と
立
ち
＾
り
菜
止
シ

nで
は
大
半
が
破
災
屯

m類
や

を
命
じ
た
だ
け
．
そ
れ
以
政
は
百
さ
知
人
宅
な
ど
を
訊
っ
て
れ
を
寄
せ
た

気、

B
竪
醤
を
除
く
頁
の
復
旧
府
に
只
て
も
？
い
た
い
．
学
校
再
開

E
Eも
B
民
咋
も
匹
な
る
メ
キ
シ
学
校
な
ど
公
共
窪
切
を
主
は
に
県
下

も
照
硲
畜
に
す
れ
ば

mか
っ
へ
の
窯
欲
を
見
せ
た
い
」
と
十
一
月

nを
そ
の
ま
ま
本
県
に
あ
て
は
め
る
千
九
カ
所
に
定
め
て
あ
る
．
予
知
へ

た

・

＊

ー

百

か

呂

空

孜

慶

開

い

た

．

三

こ

＄

芍

き

な

い

が

、

「

地

雰

J

．
の
は
凹

w
p逼ん
で
い
る
．
し

し
か
し
r

住
民
の
一
人
ひ
uり
に
く
匹
問

gg-辿
る
よ
う
に
と
い
う
の
対
応
へ
の
訳
嗅
住
を
教
え
て
い
か
し
「
東
濶
地
震
に
対
す
る
四
心
は

醤
に
対
す
る

a
gは
蒋
く
、
食
．
K
力
行
界
だ
っ
た
．

．

 

る
．
本

mの
畑
四
対
策
は
い
か
に
し
研
れ
た
」
な
ど
匡
民
の
緊
孤
感
は

g

ヽi

失
業
対
策
手
つ
か
ず
．
ー
"
"
-
,
＂
・
五
｀

料
、
水
の
伽
え
さ
え
な
か
っ
た
，
何

事
に
も
「
ニ
・
モ
ド
（
仕
方
が
な
・

1
1
"
u
|
i
.
i
•
谷

径

い
）
•
そ
名
は
ぎ
に
か
な
る
デ
ラ
マ
ド
リ
大
統
苔
番
庁
か

5
.
1
1
i
i

ク
，
i

む
で

-

.

A

、市
ぎ
忌
．
コ

H
り・丑ピ且且―以；＂＂＂：五，

t

、L
宴
玄
竺
｝

云
月
以
上
も
こ
こ
で
匂
し
て
い
村
で
耳
に
し
た
の
は
迂
立
に
対
す
る
の
寂
醤
の
習
器
翌
息
郡
．
＂
，

;5i
ギ

・

タ

乞

ト

メ

る

．

ど

つ

な

る

の

か

」

・

不

口

田

四

凶

だ

っ

た

．

市

の

規

g
m小
策

を

打

ち

出

し

た

が

ぷ

"

.

“

J

ン
一

'
：
'
ぼ
テ
る

彦
召．
． 
万
っ

グ

-―J-
雪
8
紐

盈

ま

活

・

i
.
1
 

不
親
切
な
行
政
対
応

三
~

大

半

は

親

類

な

ど

に

同

居

ノ

ベ

i,5.

冑
冒
[
9
[

11■2 
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昭和60年(1985年）11月14日 •（木躙曰）

衰争 詞 醗 醐

ン
占
を
中
心
に
続
い
て
い
る
．
当
が
醤
さ
れ
て
い
る
し
、
翌
酋
に
“
あ
邑
塁
省
覇
醤
虚
に
ほ
か
な
い
．
点
喪
醤
m氾
褪
さ

切、ポ？ゴデ

'z倍
嘉
し
慌
李
ヽ
畏
屡
き
っ
て
い
る
．
触
れ
、
菊
蒻
眉
、
炊
茫
悶
れ
て
森
に
な
0
.

「
負
且

履
は
約
＃
ス
・
た
と
え
わ
す
メ
キ
シ
n
第
二
の
信
グ
ア
笞
ハ
豆
菜
翌
お
匹
唇
塁
の
中
で
i
磁
層
屡
品
召
｀
墨

か
で
も
后
暑
ぃ
て
多
く
の
市
ラ
醤
茎
は
「
九
十
一
人
で
メ
キ
洒
懃
面
り
返
し
て
い
そ
窟
軍
は
這
令
い
る
ぶ
民
の

蘭
閉
加
わ
っ
苓
茎
た
ち
シ
コ
毘
愚
｀
お
奏
叉
地

§
9
i：
六
罫
羹
窟
恩
唇
姦

竺
病
十
字
J

の
マ
ー
ク
を
つ
け
た
元
t
杖
し
た
」
と
”
ら
し
げ
．
女
子
…

l
ア

た

塁

展

皇

程

含

屡

ち

は

救

ー

の

厘

五

屈

三

iす

登
い
晶
ン
を
に
裔
塁
負
に
当
っ
て
い
た
．

連
帯
が
伺
よ
り
大
事
．

i

ら
！
＇
の
を
く
れ
た
．
「
私
怠
房
て
ゃ
ぎ
盈
棗
り
麿
諮
に
そ
出

R

．

こ

、

．

．

な
い
る
キ
シ
弓
招
じ
戻
吾

g.しかし、
g
い
器
で
粁
交
1
2
↑L
9
6
"
互

璽

頁

腐

い

芸

贔

-5覇
委
を
ぃ
§
質
ん
器
角
忍
会
を
に
い
ア
ン
と
豆
忍
麿
喜
の
ー
，
メ
キ
シ
コ
・
「
：
の
翌
喜
笛
な
い
．
サ
＇
璽
，
？
ヽ
＼
ー
ン
で
ポコ

ー

贔

ー

ダ

荏

墨

忍

愚

弓
Z2
る」．
il
＿
象
ダ
ー
の
1

人
と
呈
人
の
店
に
よ
れ
ば
、
こ
屈

g
g
t宗
教
的
可
唇
笠
カ
ー
Q

野
球
な
の
ス
ポ
ー
ツ

[

i

:

,

．4t

.
｀
各
誓
ー
謬

動
・
食
事
各
り
ぶ
籍
悶
を
記

`
i
iグ

'
あ
の
に
水

言
自
発
的
に
救
援
活
動
囀
ロ

I
i〗

[
]
-

被
災
者
救
援
は
使
命
被
災
者
支
え
る
若
者
た
ち
亨
芦

g

ー

,
1
v
:
~
/
1
』
料
ど
貫
こ霜と店

日
月
日
月
且
信
且
甘
"
[
三

~
f
」-
[
'
9
T
:

尻
？
ォ
レ
ゴ
ン
辺
2
裟

．
．
 

告

兄
妥
名
月
2

毘
喜
に
¥
、
そ
嵐
醤
墜
し
か
r

よ
い
屯
と
匂
羹
暑
い
て
ri.

↑..

厄
存
ガ
レ
キ
の
3
を
バ
ケ
ッ
た
．

ー
＇
：
璽

塁
ン
タ
ー
品
用
苔
合
匿
し
て
こ
且
累
唇
ま
で
ポ
リ
レ
虔
誓
っ
阪
品
「
隠
J

と

豆

」

は

「

ア

[

[

月

日

尋

腎

f

‘

郷
了
て
ト
ニ
オ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
烹
ラ
手4
ア
に
あ
た
るr
と
い
う
．

v
，F

棗
，C
邁
？
た
｀
負
“
面
ぷ
祇
タ
・
マ
ニ
ャ
ー
ナ
（
享
た
明
日

l」
4

社
を
し
っ
か
り
房
に
野
は
ヽ
い
た
．
~

＂
？
ぼ
そ
だ
葛
た
ち
の
？
・
ダ
別
の
多
卜
召
サ
ラ
ン
カ
、
ソ
出
は
も
交
べ
認
忍
翌

r

も
き
と
を
傍
唇
し
て
し
甕
1

野
蓋
口
苓
2
覇
」
奏
因
憚
房
ほ
か
三
易
公
茫
食
い
止
め
そ
翌
＾
き
荘

-
L
.「
だ
れ
の
た
め
で
芦
い
兎
言
烹
(
•
a屏
窟

g

醤
医
詈
届
洟
国
盗
皇
虎
屠
芸
忍
畠
ぇ

R

爵
よ
り
の
支
え
に
な
る
も
器
の
整
、
屋
農
器
羞
要
唇
．
を
の
ポ
Z

弓
ァ

一
竺
欝
嗜
）
の
た
茫
言
い
所
動
や
「
令

9
る
碍
霞
会
筵
費
は
シ
遭
ベ
ル
な
い
ほ
ぶ
盈
だ
号
で
も
地
咬
品
の
尼
爵
品
貰
の
間
を
隣
県
へ
応
唇

9点
を
て
み
た
い

J(H

i
る
．
卒
い
同
こ
工
緊
祉
必
哀
芝
の
は
笛
・
人
姦
阿
を
し
な
け
れ
カ
ー
を
浬

F
て
ピ
翡
箪
暑
に
そ
れ
ら
の
下
翌
嘉
薔
盆
＜
悶
日
父
巴
品
、
霜
音
の
史
喜
厚
る
祖
盈
定
も

m
を
ぃ
る
団
）
•
メ
キ
シ
n
の
四
E
は
「
濾

ち
ょ
う
ど
塁
呵
セ
ン
タ
ー
に
列
ば
屠
い
か
知
っ
て
い
る
」
・
罰
駆
旦
H
そ
翌
“
で
徐
々
に
培
わ
れ
て
き
た
と
い
う
・
省
も
て
痘
{
.
巴
芙
窟
潤
＇
し
か
し
よ
蒻
器
§
の
対
布
J

の怠味を霞公；‘れた．

一
差

i
'な
雇

虐

i+,'往こ
も

i
年
着
、
テ
大
学
に
は
度
―
プ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
且
、
農

iglC九
八
応
茎
眉
魯
屡
（
文
自
畜
閤
雷
…

垂
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＿
量
―
―
-
=
＝
＝
＝
＝
＝
＝
-
-
＝
=
＝
=
＝
-
＝
=
＝
-
i
=
＝
＝
＝
-
＝
言
璽
＝
＝
―
l
l
l
=
I
[
l
[
-
I
―
―
-
＝
＝
＝
=
＝
眉
＝
＝
—
l
-
l
-
＝

h••• 

t==＝＝＝＝璽吾＝＝＝＝――i-i-＝＝＝-l―-＝＝＝＝＝-＝言吾＝I＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝i=＝＝-＝-mi-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝l=＝＝＝＝
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昭和60年(1985年）11月15日 （金曜日）

費 詞鰤忘

ビ
ル
松
密
”
、
パ
ニ
ッ
ク
状
出
の
市
町
地
で

m乱
茫

S
v
eヒ
憂
苔

E輯
E
血
茫
し
た
殴
副
は
大
き
か
ゥ
た

I
I
Y
,
9
n
Eで

回［い匹匁ピ噂I[ぢ｀磁し；良互 ＇ 

・を 口 ぶ` ぺ9i
箪尊
災入

奮嵐i翌 ピ！ レわ幽量冒芦
旨全5,ょ

苫巴柊墨j;;局ぜ圃鰭な 10
五色i呂f歪

ュプ 1モ と

国!'［特万
め罰名の喜t

品應篇を
別

琵→鰭§藉放本
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胆和60年'(1985年）11月16日

只争•

（土昭日）

詞 鯨 醐

r
こ
の
慧
彗
三
す
分
が
窒
虚
・

れ
、
子
供
含
む
ハ
人
が

E茂
そ
の
巧
茎
で
は
い
つ
も
の
よ

名
け
が
＾
翠
反
，
．
J
•山
＾

t
ミ
サ
ふ
仕
E
わ
れ
て
い
苓
地
g
I

あ
い
の
村
、
ゴ
メ
ス
・

2‘
リ
叉
品
わ
れ
煕
趾
間
芸
で
月

は
閉
る
い
臼
葬
ヒ
醤
翌
屯
域
に
比
較
釘
器
っ
た
が
、
「
初
め

み
に
包
異
て
い
た
．
メ
キ
シ

nm
は
霰
琵

g．
そ
し
盃
し
い

忌

薔

｀

多

笞

ハ

畜

霞

§

喜

史

且

証

芦

ヘ
督
八
十
o
．
よ
溢
咎
醤
に
存
何
妥
も
な
た
だ
印

そ
れ
を
牙
二
凜
濯
丘
瓶
が
生
奇
葵
蒻
ア
ド
ペ
迎
り
の
登

墨
を
い
：
笞
唇
家
次
々
に
翌
、
村
は
バ
ー
ー
、

々
は
レ
ン
ガ
迫
り
「
そ
ぺ
」
に
g
っ
た
、
と
い
う
．

と
呼
ば
れ
る
日
干
呈
レ
ン
ガ
造
り
教
会
で
は
約
＝
l
百
人
の
字
加
名
が

の
嬰
な
息
っ
た
．
一
斉
に
応
を
寺
芍
し
か
し
、
神

父
の
行
勁
は
冷
砕
だ
っ
た
．
「
す
ぐ

品
け
な
厄
な
い
、
と
忠
っ
た
“

神
父
の
冷
静
な
判
断

メ
キ
シ
n市
が
岱
爵
薩
謁
店
が
割
れ
る
嘉
心
に
な
っ
た

震
っ
た
の
に
料
y
こ
の
村
の
軍
の
で
『
茄
ち
m宮
な
さ
い
」
と
田
り

冨
ば
民
家
に
棗
中
．
メ
キ
シ
n翌
習
、
ア
ー
チ
の
毘
逗
℃
て
も

ほ
念
這
0

た
地
巨
製
体
験
し
ら
っ
た
J.Iroほ
そ
の

m辺
に
パ
ラ

を
そ
の
問
、
人
々
は
と
2
aいた

山
あ
い
存
で
も
宣
詈
は
大
巴
か
2

た
土
ヤ
<
"
？
り
の
打
で
は
、
欝
平
と
た
ば
か
0
の
数
印
が

mれ
u
,
nメ
・
フ
ァ
リ
ア
ス
打
で

ぐr
L
 

て
い
た
が
、
神
父
の
取
ご
た
邸
断
は
り

「
人
々
姦
っ
た
」
と

9れ
て
[
[
号
"
・

rtc 

いた．連
帯
組
織
も
な
く

1i,．

こ
の
村
の
吋
長
は
パ
ラ
カ
ス
・
マ

ル
デ
ィ
オ
ス
さ
ん
P

よ
）
・
慨
口
を
躙

B
す
る
と
、
す
夭

i
gグ
ス
・

マ
ン
市
へ
竪
頭
は
し
芍
村
に
は

筍
湛
ぼ
ほ
さ
れ
て
い
る
が
不
通
．
i

備
え
の
な

ン
更
筒
g
｀
て
べ
脊
れ
房
躙

・

ロ

ー

て

い

芍

ア
ド
ペ
は
訊
入
し
な
け
れ
ば
な
5

皿

な
い
レ
ン
ガ
と
そ
隼
信
皿

令

昂

杞

玄

盟
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4.メキシコ地震に学ぷ 県調査団の現地踏査から 井野盛夫
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